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主な内容

　こんやまちの土曜夜市が６月27日から７月18日まで
の毎週土曜日に行われました。７月４日㈯には、七夕
フェスタが行われ、七夕飾りが飾られた通りには屋台
や出店が並び、多くの家族連れでにぎわいました。子
どもたちは思い思いの願い事を短冊に書いて笹の葉に
吊るしていました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

平成２７年

なつかしの国 石見

平成２７年

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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　平成25年５月に「行政手続における特定の個
人を識別するための番号の利用等に関する法
律」が公布されました。これに基づいて準備を
進めている社会保障・税番号制度（マイナンバー
制度）についてお知らせします。

平成27年10月～
・マイナンバーを住民の皆さんへ通知

（通知カードの送付）
平成28年１月～

・個人番号カードの交付開始
・マイナンバーでの行政手続開始

問い合わせ先　本庁情報政策課情報政策係
（☎�９１５０）

　自治体や行政機関が別々に管理している個人情
報を、同じ人の情報であることを確認できるよう
にして、住民の利便性を高め、事務を効率化し、
公平・公正な社会を実現するためです。

３．行政の効率化

　自治体や行政機関などで、様々
な情報の照合・転記・入力など
に要している時間や労力が削減
され、手続がより正確でスムー
ズに行えるようになります。複
数の業務の間での連携が図ら
れ、作業の重複などの無駄が削
減されます。

　赤ちゃんから高齢者まで、住民一人ひとりに割
り当てられる12桁の個人番号のことをマイナン
バーといいます。
　マイナンバー制度は、平成28年１月から、社会
保障や納税、災害対策といった行政手続で使われ
ます。

　マイナンバー制度の導入によって期待される効果は、大きく３つあります。

１．住民の利便性の向上

　年金や福祉などの申請時に、
必要な添付書類が削減されるな
ど、行政手続が簡素化され、住
民の皆さんの負担が軽減されま
す。また、行政機関にある自分
の情報を確認したり、様々な行
政サービスのお知らせを受け
取ったりできるようになります。

２．公平・公正な社会の実現

　所得や行政サービスの受給状
況などが把握しやすくなり、負
担を不当に免れることや不正な
受給の防止に役立ちます。
　本当に困っている人にきめ細
かな支援ができるようになりま
す。

平成28年１月から利用開始

社会保障・税番号制度が始まります
（マイナンバー制度）

マイナンバーって何？ なぜ導入されるの？

マイナンバー制度のメリットは？
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　社会保障・納税・災害対策の３分野の行政
手続で、法律に定められた事務に限り、マイ
ナンバーが利用されます。

１．社会保障

　年金や雇用保険の資格取得・確認・給付、
ハローワークの事務、医療保険の保険料徴収、
福祉分野の給付、生活保護など

２．納税

　税務署などに提出する確定申告書・届出書・
調書などに記載するほか、税務署などの内部
事務など

３．災害対策

　防災・災害対策に関する事務、被災者生活
再建支援金の給付、被災者台帳の作成事務な
ど

※　このほか、社会保障・地方税・災害対策
に関する事務や、これらに類する事務で、
市町村が条例で定める事務にマイナンバー
を利用することができます。

※　民間事業者も、源泉徴収票や支払調書の
作成、健康保険、厚生年金、雇用保険の被
保険者資格取得届の作成など、法律で定め
られた範囲に限りマイナンバーを利用する
ことができます。

　10月以降に、住民票を有する全ての人に、12桁のマ
イナンバーが記載された「通知カード（紙製）」を送
付します。住所が変わっても、マイナンバーは原則と
して生涯変わりません。通知カードは、大切に保管し
てください。
　また、通知カードとともに送付する申請書で申請す
れば、平成28年１月から「個人番号カード（プラスチッ
ク製）」の交付が無料で受けられます。
　個人番号カードは顔写真付きＩＣカードで、表面に
氏名・住所・生年月日・性別が、裏面にマイナンバー
が記載されます。ただし、所得情報などプライバシー
性の高い個人情報は記録されません。
　なお、住民基本台帳カードは有効期限まで利用可能
ですが、個人番号カード発行時には住民基本台帳カー
ドは返納となります。両方の所持はできません。

※　市民の皆さんは、行政機関や民間企業などへのマイ
ナンバーの告知が必要となります。

毎年６月の児童
手当の現況届の
際に、市町村に
マイナンバーを
提示します。

厚生年金の裁定
請求の際に、年
金事務所にマイ
ナンバーを提示
します。

証券会社や保険
会社などにマイ
ナンバーを提示
し、法定調書な
どに記載します。

勤務先にマイナ
ンバーを提示し、
源泉徴収票など
に記載します。

個人番号カード（イメージ）

（裏面）

（表面）

どんなことに使われるの？

マイナンバーは、例えば
　　　　　次のような場面で使います

番号はどうやって分かるの？
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　マイナンバー制度についてのよくある質問（Ｆ
ＡＱ）や最新情報は、社会保障・税番号制度のホー
ムページで閲覧できます。

社会保障・税番号制度のホームページ

http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/
index.html

　また、国ではマイナンバーのコールセンターを
開設しています。ご不明な点や、さらに詳しい情
報を知りたい人は、お問い合わせください。

マイナンバーコールセンター

☎０５７０－２０－０７１８
受付時間　平日（年末年始を除く）

午前９時30分～午後５時30分
※　平成27年10月から平成28年３月までの半年間

は平日の開設時間を午後８時まで延長。年末年
始を除く土・日・祝日も午後５時30分まで開設
予定です。

　個人番号カードは、本人確認のため社会保障な
どの手続の際に提示していただく身分証明書とし
て利用できます（通知カードは、公的な本人確認
書類にはなりません）。
　そのほか、ＩＣチップに搭載された電子証明書
を用いて、ｅ－Ｔａｘなどの電子申請が行えます。
　将来的には、より多くの場面で利用できるよう、
国で検討を進めています。

　マイナンバーを安心・安全に利用していただく
ため、制度面とシステム面の両方から個人情報を
保護するための措置を講じています。

制度面

　法律に規定があるものを除き、マイナンバーを
含む個人情報の収集や保管は禁止しています。ま
た、特定個人情報保護委員会という第三者機関が、
マイナンバーが適切に管理されているか監視・監
督します。さらに、法律に違反した場合の罰則も、
従来より重くなっています。

システム面

　個人情報を一元管理せず、従来どおり、雇用に
関する情報はハローワーク、税の情報は税務署と
いったように分散して管理します。また、行政機
関の間で情報をやりとりするときも、マイナン
バーを直接使わず、システムにアクセスできる人
を制限し、通信する場合は暗号化を行います。
　また、自分の個人情報をいつ、誰が、なぜやり
とりしたのかを、ご自身で確認することができる
手段として、平成29年１月からマイ・ポータル（情
報提供等記録開示システム）が稼動する予定です。

　通知カードは、今年の10月以降に送付します。
次の４つのポイントを確認して確実に受け取り、
有効に活用しましょう。

１．住所確認

　原則として、通知カードは住民票の世帯ごとに
送付します。住民票の住所と異なるところに住ん
でいる人は、受け取ることができない可能性があ
りますので注意してください。

２．書留の中身を確認

　通知カードは簡易書留で送付します。次の３つ
が入っているか確認してください。

①マイナンバーの「通知カード」
②「個人番号カード」の申請書と返信用封筒
③説明書

３．個人番号カードを申請

　申請により個人番号カードの交付を受けること
ができます。通知カードに同封されている個人番
号カード申請書に本人の顔写真を貼り、返信用封
筒に入れて郵送してください。
　郵送のほか、オンラインなどでの申請方法も検
討されています。

４．個人番号カードを受け取る

　平成28年１月以降、本人が市の窓口で受け取れ
ます。料金は無料ですが、受け取る際には次の３
つが必要ですので持参してください。

①マイナンバーの「通知カード」
②個人番号カードの準備ができたことを知らせ

る「交付通知書」
③運転免許証などの本人確認書類

個人情報の保護は大丈夫？通知カードをきちんと受け取り、
活用するには？

もっと詳しく知るには？

個人番号カードは何に使えるの？
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今後の自治区制度（概要）
①制度 一部見直して、平成32年３月31日まで延長する。

②自治区長
引き続き設置する。ただし、平成28年３月までは、現行の副市長とし、平成
28年４月から平成32年３月までは、常勤の特別職（月額報酬は36万円に引き
下げ）とする。

③地域協議会 現行と同様に５自治区に設置する。
委員数も現行と同様に各15人以内とする。

④地域振興基金

運用方法を見直して存続する。
・自治区事業及び中山間地域（浜田自治区の中山間地域を含む）の活性化の

ために活用する。
・運用方法は、平成27年度上期までに自治区長を中心に協議して定める。

⑤投資的経費枠 各自治区の「投資的経費枠」は設定しないが、旧那賀郡４自治区の投資的経
費を確保する。

⑥本庁・支所体制 支所３部門体制を基本としつつ、災害時の対応に配慮した組織体制を講じる。

⑦設置期間 一部見直して、平成32年３月31日までとする。その後については、期限の６
か月前までの市議会において協議し、決定する。

⑴　地域の個性を活かしたまちづくり施策の推進
　自治区ごとに振興計画を作成し、その進捗状況を定期的に開示・報告するなど、地域
の皆さんと情報共有しながら施策を進めます。

⑵　住民自治組織への支援の充実
　地区まちづくり推進委員会などの住民自治組織への支援に努め、あわせて地域リー
ダーの育成支援に取り組みます。また、「まちづくり総合交付金事業」の後継事業など
を検討し、地域の状況に応じた支援事業を実施します。

⑶　地域の皆さんの声を市政に反映する仕組みづくり
⑷　地元企業などにおける事業機会の確保
⑸　安全で安心して暮らせる防災体制の強化
⑹　支所支援体制の強化

　
「
浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
」
制
度
は
、
平
成
17
年
10
月
の
合

併
時
に
「
当
面
10
年
間
」
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
そ
の
後
の
制
度
の
検
討
に
あ
た
り
、
昨
年
夏
に

「
自
治
区
制
度
公
聴
会
」
を
開
催
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
、
昨
年
11
月
に
「
今
後
の
自
治
区
制
度
に
つ
い
て
の

方
針
」
を
お
示
し
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
議
会
や
地
域
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

重
ね
、
ま
た
、
金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
自
治
区
地
域
協
議
会

か
ら
は
、
現
行
制
度
存
続
の
要
望
書
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協

議
を
踏
ま
え
、
５
月
15
日
に
「
今
後
の
自
治
区
制
度
に
つ
い
て

（
最
終
案
）」を
お
示
し
し
、市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い
て「
浜

田
市
自
治
区
設
置
条
例
及
び
浜
田
市
副
市
長
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」の
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、現
行
制
度
の
一
部
（
自
治
区
長
の
処
遇
な
ど
）

を
見
直
し
て
平
成
32
年
３
月
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
各
地
域
が
永
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

個
性
を
活
か
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
が

必
要
で
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

※　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

　地域の状況に応じた振興策や仕組みづくりなど、次の６点を重点的に取り組んでいきます。

地域協議会合同会議の様子

浜
田
那
賀
方
式
自
治
区
制
度
を
延
長
し
ま
す

～　
一
部
見
直
し
て
平
成
32
年
３
月
ま
で
延
長　
～

今後の自治区制度について（最終案）【抜粋】

今後５年間における取組
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浜田市合併10周年記念式典
　合併10周年を記念して式典を行います。
日程　10月４日㈰
場所　石央文化ホール
内容　名誉市民顕彰・平成27年浜田市表彰・合併

10周年記念特別表彰・記念講演会
担当課　市長公室

浜田市合併10周年記念音楽祭
　浜田市民歌（呼びかける風に）の作曲者である
小六禮次郎さんと夫人の倍賞千恵子さんを招き、
市内の合唱団と共演します。
日程　10月18日㈰
場所　石央文化ホール
担当課　文化振興課

Ｓｅａ－１グルメフェスティバル
　11月３日に開催される「ＢＢ大鍋フェスティバ
ル」で、海産物を材料とした料理を提供するイベ
ントを開催します。
日程　11月３日㈷
場所　浜田漁港（ＢＢ大鍋フェスティバル会場内）
担当課　水産振興課

浜田開府400年記念プレ講演・対談会
　浜田開府400年を目前に、浜田藩の成立や松坂
藩との交流、幕末の歴史的真相に講演と対談で迫
ります。浜田城のＣＧ映像も公開予定です。
日程　11月22日㈰
場所　島根県立大学講堂
担当課　文化振興課

平成27年度に行うイベントなどを、特別に「合併10周年記念」と冠を付けて実施し、市民の皆さんと盛り上げていきます。
開催予定日又は期間 イベント 開催場所 担当課

５月～平成28年２月
　　毎週土曜日

・荘厳夜神楽定期公演
※　10・11月及び８月１日・１月２日は

開催しません。

三宮神社 観光交流課

７月～平成28年３月 ・碧い石見の芸術祭2015 石正美術館 教育委員会
三隅分室

８月１日㈯ ・今福ふれあいカップ
グラウンドゴルフ大会

今福スポーツ広場 教育委員会
金城分室

・まちづくりフォーラム 島根県立大学
コンベンションホール

まちづくり
推進課

・石州浜っ子夏まつり 浜田漁港 観光交流課
２日㈰～６日㈭ ・第42回日独スポーツ少年団同時交流 国府小学校体育館ほか 生涯学習課
８日㈯・９日㈰ ・広浜鉄道今福線を活かすシンポジウム 島根県立大学ほか 観光交流課
15日㈯ ・弥栄ふるさとまつり 市役所弥栄支所前

イベント広場
弥栄支所
産業建設課

22日㈯・23日㈰ ・あさひライジングサンスポーツ王国 旭運動公園 教育委員会
旭分室

　浜田市は、平成17年10月１日に１市３町１村が合併して
誕生し、平成27年10月１日に合併10周年を迎えます。
　この大きな節目を市民の皆さんと共に祝い、さらに盛り
上げていくため、１年間を通じて記念行事を行います。
問い合わせ先　本庁市長公室（☎�９１００）

浜田市は合併10周年を迎えます

合併10周年記念行事

そのほか合併10周年を記念して行う行事
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　合併10周年を記念したウォーキング大会は、
７月末までに５大会が開催されました。今後の
開催日程は右表のとおりです。
　いろいろなコースをウォーキングすることに
より、史跡や景色など浜田の魅力が発見できる
かもしれません。大会に７回以上参加すると、
特産品がもらえる特典もありますので、ぜひ皆
さんもご参加ください。
問い合わせ先　本庁生涯学習課スポーツ振興係

（☎�９７２１）

今後開催する合併10周年記念ウォーキング大会
日時 事業名 場所

９月26日㈯
8:00～12:00

金城３偉人ウォ－キング
島村抱月ウォーキング

金城町
小国～久佐

９月27日㈰
9:00～12:00 あさひ健康ウォーク 旭町都川

９月27日㈰
9:00～13:00 海・山ウォーキング 三隅町

白砂～三保～岡見

10月17日㈯
8:00～12:00

金城３偉人ウォ－キング
岡本甚左衛門ウォーキング

金城町
下来原～七条

11月７日㈯
8:30～13:00 海眺満喫ウォーキング大会 浜田公民館周辺

11月22日㈰
9:00～12:00 健康ウォーク 長浜地区周辺

※　５月～７月に開催した大会も含め、全11大会が対象となり
ます（７月末までに５大会終了）。

※　開催日程は、予定であり変更となる場合があります。

開催予定日又は期間 イベント 開催場所 担当課
９月～11月　毎週土曜日 ・旭温泉湯ったり神楽 旭温泉あさひ荘 旭支所

産業建設課
12日㈯・13日㈰ ・浜田でコーヒーを楽しむ会

（ヨシタケコーヒーシンポジウム）
島根県立大学ほか 観光交流課

10月３日㈯～９日㈮ ・都市景観パネル展 ゆうひパーク浜田 建設企画課
18日㈰ ・健康福祉フェスティバル 海のみえる文化公園 地域福祉課
31日㈯・11月１日㈰ ・さざんか祭り ふれあいジム・かなぎ 金城支所

産業建設課
11月３日㈷ ・ＢＢ大鍋フェスティバル 浜田漁港 水産振興課

・弥栄産業まつり 市役所弥栄支所周辺 弥栄支所
産業建設課

８日㈰ ・旭ふる里まつり 市役所旭支所周辺 旭支所
産業建設課

・2015旭ロードレース大会 市役所旭支所周辺 教育委員会
旭分室

14日㈯ ・宝くじ文化公演オペレッタ「こうもり」 石央文化ホール 文化振興課
14日㈯・15日㈰ ・みすみフェスティバル 三隅中央公園 三隅支所

産業建設課
22日㈰ ・2015日本石見神楽大会 石央文化ホール 観光交流課
22日㈰～

平成28年１月11日㈷
・万灯山公園イルミネーション 万灯山公園 建設企画課

12月６日㈰ ・金城マイペース健康マラソン大会・
駅伝競走大会

ふれあいジム・かなぎ
周辺

生涯学習課

平成28年
１月10日㈰ ・消防出初め式 島根県立大学グラウンド 消防本部

警防課
17日㈰ ・石見子供神楽どんちっち祭り 石央文化ホール 観光交流課
30日㈯・31日㈰ ・島根県雪合戦大会 アサヒテングストン

スノーパーク駐車場
旭支所
産業建設課

３月上旬 ・どぶろくの里弥栄神楽まつり 弥栄会館（予定） 弥栄支所
産業建設課

※　イベントの詳細については、決まり次第、広報はまだ又は市ホームページなどでお知らせします。
お問い合わせは、担当課までお願いします。

合併10周年記念ウォーキング大会
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は、肌が茶色であればあるほど美しく考えられてい
ます。実は、英語では、日本語でいう「日焼け」に
該当する言葉は２つあります。１つ目は「sunburn」
です。直訳すると「日やけど」という意味で、太
陽の影響で皮膚が赤くなることです。もちろん良
いことではありません。２つ目は「suntan」です。
それは太陽の光で皮膚が茶色くなるということを
指す言葉です。イギリス人はそれに憧れています。
イギリス人は日光浴をし、「suntan」になるよう
に頑張っています。帰国すると、同僚や友達など
に自分の良い「suntan」を見せることができます。
　私は子どものころ、フランスから帰ってくると
きにフェリーに乗りました。多くのフランス人が
同じフェリーに乗っていました。母になぜフラン
ス人がイギリスに来るのかと聞いたら、母が「旅
行です」と答えました。驚きました。なぜ旅行で
寒い国に行くのかと思いました。理解できません
でした。今は、人が名所を見に行くなど、いろい
ろな目的で旅行しているのはもちろん分かります
が、当時は「旅行は天気のため」だという概念が
根強かったです。
　皆さん、海外に行ったことがありますか？

　最近、どんどん暑くなっていますね。この夏の
中で、私は浜田の海岸に行くのが好きです。青い
海に癒されるのです。
　イギリスの夏はどうでしょうか。イギリスの気
候は１年中、涼しい天気です。真夏でも平均気温
は20℃ぐらいです。多くの日本人は、それを過ご
しやすく考えるようですが、イギリス人に日本の
夏について聞くと「いいなぁ」という反応をしま
す。イギリス人は、暖かい天気に憧れていますの
で、夏には海外に行きます。
　海外旅行は高いというイメージを持つ人が多く
おられると思いますが、実は、ヨーロッパ内の旅
行はさほど高くもないと思います。ＬＣＣ（格安
航空会社）が長きにわたって普及しており、簡単
にあちらこちらへ行くことができます。先ほど言
及したように、イギリス人は暖かさを求めて旅行
するので、１番人気のあるところは暖かい国です。
スペインをはじめ、フランス・ポルトガル・イタ
リアなどの、南ヨーロッパの国が１番人気です。
　海外旅行をすると、もちろん観光もしますが、
イギリスではあまりできない「日光浴」がすごく
人気です。皆さん、イギリスでは肌が白いのが望
ましくないというのをご存知ですか？イギリスで

　

平
成
28
年
４
月
１
日
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用
予
定
の
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員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
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い
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す
。

採
用
職
種
・
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件
な
ど

下
表
の
と
お
り

第
一
次
試
験　
９
月
20
日
㈰

試
験
会
場　
第
一
中
学
校
（
黒
川
町
）

申
込
方
法　
採
用
試
験
実
施
要
項
で
詳
細

を
確
認
し
、
受
験
申
込
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

採
用
試
験
実
施
要
項
は
、
本
庁
人
事

課
・
各
支
所
防
災
自
治
課
に
あ
り
ま
す
。

配
布
は
、８
月
３
日
㈪
か
ら
行
い
ま
す
。

実
施
要
項
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

８
月
３
日
㈪
～
24
日
㈪
（
当
日
消
印
有

効
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９
７
‐
８

５
０
１　

浜
田
市
殿
町
１
番
地
（
☎
�

９
１
３
０
）】

採用職種 人員
（人）

対象者
（平成28年４月１日現在） 必要な資格・条件など

一般事務員 若干名 29歳以下の人 資格は問いません

看護師 １ 34歳以下の人 看護師（正看護師・准看護師）免許及び
臨床経験を有する人

消防士 若干名 25歳以下の人 資格は問いません
採用後、浜田市内に居住できる人

イギリスの夏
浜田市国際交流員　キンバリー　モーガン　

平
成
27
年
度

第
２
回
市
職
員
採
用
試
験
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　組合の人事行政の運営における公正性と透明性を高めるこ
とを目的として、地方公務員法及び浜田地区広域行政組合人
事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、職員の
任用・職員数・給与・勤務時間そのほかの勤務条件など人事
行政の運営などの状況についてお知らせします。

問い合わせ先　浜田地区広域行政組合総務課総務係
（☎０８５５�５０８２）

⑴　職員数の状況 （単位：人）
平成26年度職員数

（平成26年４月１日現在）
平成26年度中

採用者数 退職者数
9 0 0

⑵　構成市からの派遣職員（平成26年４月１日現在）
浜田市　８人　　江津市　４人

⑶　職員の競争試験及び選考の状況
職員の採用試験は行いませんでした。

⑴　給与の状況（平成26年度決算） （単位：千円）

給料 職員手当 期末・勤勉
手当 計 １人あたり

給与費
39,487 5,222 14,629 59,338 6,593

※　職員手当には、退職手当は含んでいません。

⑵　職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況
（平成26年４月１日現在）

平均年齢 平均給料月額 
（基本給）

平均給与月額 
（基本給＋諸手当）

49.10歳 364,234円 417,218円

⑶　給料月額（初任給）の状況（平成26年４月１日現在）

区分 高校卒 大学卒

浜田地区広域
行政組合 一般行政職 140,100円 161,600円

国の制度 一般行政職 140,100円 172,200円

⑷　期末・勤勉手当（平成26年度支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合（国）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.20月分（1.225） 0.675月分（0.675）
12月期 1.35月分（1.375） 0.875月分（0.875）

計 2.55月分（2.60） 1.5月分（1.5）
加算措置 有

⑸　退職手当（平成26年４月１日現在の支給割合）

区　分 浜田地区広域行政組合 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 21.62月分 27.025月分

同じ勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分 52.44月分

最高限度額 52.44月分 52.44月分

加算措置

定年前早期退職特例措置
２％～20％加算
早期退職優遇制度
15％～30％加算

定年前早期退職特例措置
２％～45％加算

⑹　そのほかの主な職員手当の状況

種　類 説　　明

扶養手当 扶養親族のある職員に対して支給

住居手当 賃貸住宅で月12,000円を超える家賃を支払
っている職員に支給

通勤手当 通勤距離が２㎞以上で、自動車などを利用
している職員に支給

特殊勤務手当 著しく危険・不快・不健康又は困難な勤務
で、その特殊性に応じて支給

開始時刻 休憩時間 終了時刻
8:30 12:00～13:00 17:15

⑴　分限　処分なし
⑵　懲戒　処分なし

⑴　休暇取得日数の状況（平均） （単位：日）
年次有給休暇 病気休暇 特別休暇付与日数 取得日数

20 9 1.1 6.6
※　特別休暇には、結婚休暇・夏季休暇・忌引などがあります。

⑵　育児休業　取得なし
⑶　介護休暇　取得なし
⑷　介護休暇承認期間　取得なし
⑸　営利企業等従事許可　０件

⑴　研修の状況 ⑵　勤務成績の評定の状況
研修数 受講者数 昇給 昇格 昇任

41 163人 6人 1人 1人

⑴　健康診断の状況 ⑵　安全衛生管理体制の整備
健康診断 人間ドック 区分 人数

4人 5人 安全衛生管理者 0
衛生管理者 0
安全衛生推進者 2

⑴　勤務条件に関する措置要求の状況　該当なし
⑵　不利益処分に関する不服申立ての状況　該当なし

　浜田地区広域行政組合は、浜田市・江津市で構成し、事
務の一部を共同で処理するために設けられた一部事務組合

（特別地方公共団体）で、介護保険業務、可燃ごみの処理
業務などを行っています。

平成26年度浜田地区広域行政組合
人事行政の運営などの状況の公表

１　職員の任免及び職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

３　職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況 ４　職員の分限及び懲戒処分の状況

５　職員の服務の状況（平成26年１月から12月末実績）

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況 ７　職員の福利の状況

８　職員の利益の保護の状況
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か
ら
５
年
以
内
の
人

消
火
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
１
日
㈭

会
場　
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

警
報
設
備
講
習

講
習
日　
10
月
９
日
㈮

会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

講
習
日　
10
月
16
日
㈮

会
場　
浜
田
建
設
会
館

避
難
設
備
・
消
火
器
講
習

講
習
日　
10
月
23
日
㈮

会
場　
く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江

市
）

申
込
期
間

８
月
24
日
㈪
～
９
月
15
日
㈫

受
講
料　
７
、
０
０
０
円

受
講
申
請
書　
島
根
県
消
防
設
備

協
会
・
消
防
本
部
及
び
各
出
張

所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
０
８
５
２
�
７
３
０
５
）

　

救
急
業
務
や
救
急
医
療
体
制
を

皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら

い
、
よ
り
一
層
の
救
命
率
向
上
を

図
る
た
め
、毎
年
９
月
９
日
を「
救

急
の
日
」、
こ
の
日
を
含
む
１
週
間

（
９
月
６
日
㈰
～
12
日
㈯
）を「
救

急
医
療
週
間
」
と
し
、
全
国
的
に

普
及
啓
発
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
救
急
の
日
」
及
び
「
救

急
医
療
週
間
」
を
通
じ
て
、
救
急

車
の
正
し
い
利
用
方
法
や
、
家
庭

で
の
事
故
の
予
防
、
家
庭
で
で
き

る
応
急
手
当
に
つ
い
て
考
え
ま

し
ょ
う
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
、
な
る

べ
く
次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ

い○
応
急
手
当　

※　

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
の

適
切
な
応
急
手
当（
胸
骨
圧
迫
・

人
工
呼
吸
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
止
血
処

置
・
気
道
異
物
除
去
な
ど
）
の

実
施
が
重
要
で
す
。

○
保
険
証
・
お
薬
手
帳
（
ふ
だ
ん

飲
ん
で
い
る
薬
）・
履
物
の
準
備

○
人
手
が
あ
る
場
合
は
、
救
急
車

が
来
そ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
誘
導

に
出
る

救
急
車
の
適
正
利
用
の
お
願
い

　

救
急
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

を
実
施
し
ま
す

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
を

実
施
し
ま
す

消
防
設
備
士
講
習
を

実
施
し
ま
す

９
月
９
日
は

「
救
急
の
日
」
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ま
す
。
真
に
緊
急
を
要
す
る
人
の

た
め
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
症
状
が
軽
い
場
合

　

症
状
が
軽
く
、「
交
通
手
段
が
な

い
」、「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ

い
か
不
明
」
と
い
っ
た
場
合
は
、

民
間
の
患
者
等
搬
送
事
業
者
や
病

院
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

患
者
等
搬
送
事
業
者
と
は
、

緊
急
性
の
な
い
患
者
な
ど
に
対

し
、
医
療
機
関
な
ど
に
搬
送
を

行
う
業
者
で
す
。
浜
田
市
消
防

本
部
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

※　

病
院
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
島
根
県
が
行
っ
て
い
る
受

診
可
能
な
医
療
機
関
の
紹
介
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

○
定
期
的
な
通
院
な
ど

　

定
期
的
な
通
院
な
ど
で
、
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
常
用
す

る
こ
と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

○
緊
急
の
場
合
は

　

救
急
車
以
外
に
搬
送
手
段
が
な

く
、
緊
急
に
医
療
機
関
な
ど
に
搬

送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、

迷
わ
ず
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
し

て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
講
習
の
案
内

　

皆
さ
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を
含

め
た
応
急
手
当
を
覚
え
て
い
た
だ

く
た
め
「
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
」
を

実
施
し
ま
す
。

日
時　
９
月
９
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
消
防
本
部
会
議
室

定
員　
先
着
40
人

受
講
料　
無
料

※　

講
習
終
了
後
に
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

浜
田
消
防
署
救
急
係

（
☎
�
１
２
２
９
）

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私
た

ち
に
潤
い
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
る
大
切
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
間
違
っ
た
飼

い
方
を
し
て
い
る
た
め
に
、
た
く

さ
ん
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
飼
い
主
に
は
、
犬
・
猫
な
ど

の
飼
い
方
や
し
つ
け
に
つ
い
て
振

り
返
っ
て
も
ら
い
、
人
と
動
物
が

共
に
幸
せ
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
、
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

近
所
へ
の
心
配
り
が
大
切
で
す

　

特
に
苦
情
が
多
い
の
は
、
フ
ン

の
放
置
・
鳴
き
声
・
放
し
飼
い
な

ど
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
り
、
き
ち

ん
と
し
つ
け
を
し
て
、
人
も
動
物

も
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
街
に
し
ま

し
ょ
う
。

散
歩
中
の
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま

し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
の
際
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
を
持
参
し
、
フ
ン
は
持
ち

帰
っ
て
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

散
歩
は
必
ず
リ
ー
ド
を
つ
け
ま

し
ょ
う

　

犬
を
抑
え
ら
れ
る
人
が
連
れ
て

行
き
、
決
し
て
離
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
放
し
飼
い
は
法
律
な
ど
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

飼
い
主
に
は
、
生
涯
１
回
の
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
は
…

屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
生
活
環
境
が
整
っ
て
い
れ

ば
屋
内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
内
で
飼
う
こ
と
で
周
辺
へ
迷
惑

を
か
け
な
い
だ
け
で
な
く
、
事
故

や
感
染
症
か
ら
猫
を
守
り
、
迷
子

防
止
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

不
妊
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　

子
猫
た
ち
の
幸
せ
な
一
生
を
約

束
で
き
な
い
場
合
は
、
不
妊
去
勢

手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

絶
対
に
捨
て
な
い
で
！
終
生
飼
育

を
！　

　

動
物
を
飼
う
か
ら
に
は
、
最
期

ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

う
。
犬
や
猫
な
ど
の
動
物
を
捨
て

る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
…

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
（
い
わ
ゆ

る
野
良
猫
）へ
の
餌
の
与
え
方
や
、

そ
の
猫
の
フ
ン
尿
な
ど
に
関
す
る

苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
な
か
を
空
か
せ
た
、
か
わ
い

そ
う
な
猫
に
手
を
差
し
伸
べ
る
こ

と
は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
当
に
猫
の
こ
と
を

思
う
な
ら
、
自
分
の
家
で
寿
命
が

尽
き
る
ま
で
愛
情
を
持
っ
て
世
話

を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
餌
を
与

え
る
な
ら
、近
隣
の
理
解
を
得
て
、

食
べ
残
し
や
フ
ン
尿
の
始
末
、
不

妊
去
勢
手
術
な
ど
、
き
ち
ん
と
猫

の
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
は
、「
ワ

ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」
や
「
サ
イ
ト

登
録
料
請
求
」
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
被
害
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

を
未
然
に
防
止
し
、
注
意
を
呼
び

掛
け
る
た
め
、「
う
ち
わ
」
を
４
千

５
百
本
作
製
し
、
自
治
会
・
町
内

会
な
ど
に
無
料
で
配
付
し
ま
す
。

申
込
順
に
配
付
し
、
無
く
な
り
次

第
終
了
と
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
盆
踊
り
な
ど
に
合

わ
せ
て
ご
利
用
に
な
っ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

生
活
・
環
境

犬
・
猫
は

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

「
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
未
然
防

止
う
ち
わ
」
を
配
布
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

８月側溝消毒予定表
日 曜 実施計画
10 月 港町１～４

11 火 京町、高田町、清水町、真光町

12 水 原町、瀬戸見町、元浜町

17 月 原井町

18 火 瀬戸ヶ島町、港町５、大辻町

19 水 長沢町１

20 木 長沢町２～５・７・８

21 金 生湯町１～４

24 月 長沢町６・８、桜ヶ丘、菅原団地

25 火 浅井町４～６

26 水 浅井町１～３、黒川町１・２

27 木 黒川町３～７

28 金 相生町１～３

31 月 相生町３・４、竹迫町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡

で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課くらしと環境係）

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
何
？

食
中
毒
の
主
な
原
因
は
「
細
菌
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
」

　
「
細
菌
」
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
は
、
夏
場
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の
原
因
と
な
る
細
菌
の

代
表
的
な
も
の
は
、
腸
管
出
血
性

大
腸
菌
（
Ｏ
１
５
７
・
Ｏ
１
１
１

な
ど
）
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
・

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
で
す
。

　

一
方
、「
ウ
イ
ル
ス
」
が
原
因
と

な
る
食
中
毒
で
は
、
代
表
的
な
も

の
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
調
理

者
か
ら
食
品
を
介
し
て
感
染
す
る

場
合
が
多
く
、
ほ
か
に
二
枚
貝
に

潜
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

特
に
冬
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
食
中
毒
が
毎
年
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
毒
キ
ノ
コ
や
フ
グ

な
ど
の
「
自
然
毒
」、
殺
菌
剤
な
ど

の
「
化
学
物
質
」
な
ど
も
食
中
毒

の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
様
々
な
原
因
物
質

に
よ
っ
て
、
食
中
毒
は
１
年
中
発

生
し
て
い
ま
す
。

食
中
毒
の
３
原
則

食
中
毒
の
原
因
を
「
つ
け
な
い
・

増
や
さ
な
い
・
や
っ
つ
け
る
」

【
つ
け
な
い
】

・
石
け
ん
と
流
水
で
丁
寧
に
手
を

洗
い
、
調
理
器
具
は
使
用
の
都

度
き
れ
い
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・
焼
肉
な
ど
で
生
の
肉
を
つ
か
む

箸
と
焼
け
た
肉
を
つ
か
む
箸
は

別
の
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
を
保
管
す
る
と
き
に
は
、

密
封
容
器
に
入
れ
た
り
、
ラ
ッ

プ
を
掛
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

【
増
や
さ
な
い
】

・
食
べ
物
に
付
着
し
た
菌
を
増
や

さ
な
い
た
め
に
は
、
低
温
で
保

存
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
肉

や
魚
な
ど
の
生
鮮
食
品
や
惣
菜

な
ど
は
、
購
入
後
、
で
き
る
だ

け
早
く
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ

う
。

・
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
も
細
菌
は
ゆ

っ
く
り
と
増
殖
す
る
の
で
、
温

度
管
理
に
気
を
付
け
、
早
め
に

食
べ
き
り
ま
し
ょ
う
。

【
や
っ
つ
け
る
】

・
調
理
器
具
は
、
煮
沸
消
毒
や
漂

白
剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
は
、
中
心
部
の
温
度
が

75
℃
で
１
分
間
以
上
加
熱
処
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

お
盆
の
し
尿
収
集
は
、
次
の
期

間
休
み
と
な
り
ま
す
。

浜
田

・
㈲
浜
田
浄
化
セ
ン
タ
ー

８
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

・
門
田
産
業
㈲

８
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

金
城

・
㈲
ダ
イ
ヤ
環
境
衛
生

８
月
13
日
㈭
～
16
日
㈰

金
城
・
旭
・
弥
栄

・
㈲
江
津
衛
生
公
社

８
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

三
隅

・
㈲
石
見
環
境
整
備

８
月
14
日
㈮
～
16
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
汚
れ
た
水

が
き
れ
い
な
水
に
生
ま
れ
変
わ
る

場
所
で
す
。
下
水
道
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
国
府
浄
化
セ
ン
タ

ー
を
１
日
公
開
し
ま
す
。

対
象　
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
21
日
㈮

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　
国
府
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下

府
町
８
番
地
）

料
金　
無
料

内
容　

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学　

・
処
理
水
の
目
視
・
臭
い
確
認　

・
実
験
（
水
に
溶
け
る
紙
・
溶
け

な
い
紙
）　

・
顕
微
鏡
で
微
生
物
を
確
認　

・
下
水
道
施
設
で
働
く
人
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー　

・
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の
写
真

展
示

・
下
水
道
接
続
な
ど
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
会

・
堆
肥
の
無
料
配
布（
先
着
50
人
）

※　

夏
休
み
の
研
究
と
し
て
来
場

し
た
人
に
模
造
紙
を
進
呈
し
ま

す
（
先
着
30
人
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
下
水
道
課
管
理
係

（
☎
�
９
６
４
０
）

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

早
め
に
計
画
し
ま
し
ょ
う

し
尿
収
集
の
お
盆
休
み

下
水
処
理
場

「
国
府
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
を

公
開
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

庭
木
や
生
垣
、
山
林
の
樹
木
な

ど
が
車
道
や
歩
道
上
に
張
り
出
す

こ
と
に
よ
り
通
行
の
妨
げ
や
落
枝
・

落
葉
に
よ
る
排
水
の
障
害
と
な
っ

て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

　

歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
の
通
行

の
安
全
確
保
や
落
枝
・
落
葉
に
よ

る
排
水
障
害
の
防
止
の
た
め
、
そ

の
所
有
者
は
樹
木
な
ど
の
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
況
の
場
合
は
、

速
や
か
に
庭
木
や
生
垣
の
せ
ん
定
、

又
は
山
林
樹
木
の
伐
採
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
樹
木
な
ど
が
道
路
、
又
は
歩
道

上
へ
張
り
出
し
て
い
る
（
下
図

参
照
）。

○
樹
木
が
枯
れ
倒
木
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

※　

ふ
だ
ん
の
管
理
は
も
と
よ
り
、

強
風
や
大
雨
、
降
雪
の
後
に
は

特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

樹
木
な
ど
の
適
切
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す

　

自
動
車
や
歩
行
者
の
安
全
な
通

行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
車
道
の

上
空
「
４
・
５
ｍ
」
、
歩
道
上
空

「
２
・
５
ｍ
」
の
範
囲
に
通
行
障

害
と
な
る
も
の
を
設
置
で
き
ま
せ

ん
（
下
図
、
網
か
け
の
部
分
）。

※　

折
れ
木
・
落
枝
な
ど
や
樹
木

が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
こ

と
が
原
因
で
事
故
な
ど
が
発
生

し
た
場
合
は
、
樹
木
所
有
者
が

責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

伐
採
な
ど
の
作
業
時
の
注
意
事
項

　

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
行
車

両
、
自
転
車
及
び
歩
行
者
の
安
全

確
保
と
作
業
す
る
人
の
転
落
防
止

な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

電
線
な
ど
が
あ
る
箇
所
の
作
業

は
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
、
事
前

に
中
国
電
力
又
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本

に
連
絡
し
、
立
会
い
の
も
と
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
維
持
管
理
課
管
理
第
一
係

（
☎
�
９
６
２
０
）

平和を祈念し、黙とうを
　広島市と長崎市に原爆が投下されて今年で
70年目になります。
　広島市と長崎市では、それぞれ原爆が投下
された時間に、原爆死没者のご冥福と世界恒
久平和の実現を祈念するため、平和の鐘を合
図に１分間の黙とうがささげられます。
　また、８月15日は「戦没者を追悼し平和を
祈念する日」です。同日には全国戦没者追悼
式が行われ、先の大戦で亡くなられた人々を
追悼し、平和を祈念するため、正午から１分
間の黙とうがささげられます。
　浜田市は、核兵器廃絶平和都市宣言をして
います。市民の皆さんにおかれましても、亡
くなられた人々を追悼するとともに、世界の
恒久平和を祈念して、それぞれの家庭や職場
で黙とうをささげましょう。

原爆が投下された日時
広島　昭和20年８月６日　午前８時15分
長崎　昭和20年８月９日　午前11時２分

全国戦没者追悼式　８月15日㈯

終戦70周年記念事業
　今年で終戦から70年を迎えます。戦争の記
憶が薄れつつある中、「平和の尊さ」を市民の
皆さんに再度確認してもらいたいと思います。
○浜田の歴史展
「戦後70年を過ぎる今　忘れてはいけない
戦争のこと」～戦争当時の浜田のくらし～
開催期間　８月30日㈰まで
場所　浜田郷土資料館
料金　無料
○三隅の想い出～昭和初期から終戦まで～
展示内容　戦前・戦中・戦後の三隅町の様子

を当時の写真を基に紹介します。
開催日時　10月３日㈯

午前９時30分～11時30分
場所　三隅公民館小ホール

平和アピールパネル展
展示内容　広島・長崎原爆写真ポスター
開催期間　８月10日㈪～17日㈪
場所　市役所本庁１階市民ロビー

問い合わせ先　本庁総務課総務管理係
（☎�９１１０）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
の
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募
集
期
間

８
月
３
日
㈪
～
12
日
㈬

抽
選
日　
８
月
下
旬

入
居
時
期　
９
月
上
旬

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
協
議
会
で

は
、
国
の
総
合
対
策
事
業
を
活
用

し
、
有
害
獣
（
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
）
の
集
落
へ

の
侵
入
を
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
阻

止
す
る
防
護
柵
（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
・
電
気
牧
柵
）
を
設
置
す
る

集
落
な
ど
に
対
し
て
資
材
を
提
供

し
ま
す
。提
供
し
た
資
材
の
設
置
・

維
持
管
理
は
、
申
請
団
体
で
行
っ

て
も
ら
い
ま
す
。

対
象　
集
落
・
町
内
会
又
は
３
戸

以
上
の
団
体

要
件

・
防
護
柵
の
対
象
と
な
る
農
用
地

が
30
ａ
以
上
で
あ
る
こ
と
（
市

内
に
あ
り
、遊
休
農
地
を
除
く
）

・
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
こ
と

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
設
置
予
定
位
置

図
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※　

申
請
書
は
、
本
庁
農
林
振
興

課
及
び
各
支
所
産
業
建
設
課
に

あ
り
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
資
材

が
配
布
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※　

希
望
し
て
い
る
数
量
を
配
布

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
団
体

で
不
足
分
を
追
加
購
入
し
て
設

置
す
る
か
、
又
は
配
布
す
る
資

材
内
で
設
置
す
る
箇
所
や
方
法

を
検
討
し
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
振
興
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

　

県
で
は
、
魅
力
あ
る
島
根
の
景

観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
造

物
な
ど
を
部
門
ご
と
に
募
集
し
ま

す
。
過
去
に
応
募
し
た
物
件
の
再

度
の
応
募
も
可
能
で
す
が
、
既
に

景
観
賞
を
受
賞
し
た
物
件
は
除
き

ま
す
。

募
集
部
門

⑴　

ま
ち
・
み
ど
り
・
活
動
部
門

⑵　

土
木
施
設
部
門

⑶　

公
共
建
築
物
部
門

⑷　

民
間
建
築
物
部
門

⑸　

屋
外
広
告
物
・
そ
の
他
部
門

応
募
資
格　
自
薦
・
他
薦
を
問
わ

ず
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

※　

景
観
賞
の
応
募
は
、
年
間
を

通
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
資
料
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
県
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg.jp/infra/nature/keikan/
keikan_sho/

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
建
設
企

画
課
及
び
各
支
所
産
業
建
設
課

に
あ
り
ま
す
。

応
募
先　
県
都
市
計
画
課
景
観
政

策
室
【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１

松
江
市
殿
町
１
番
地
】

問
い
合
わ
せ
先

・
県
都
市
計
画
課
景
観
政
策
室

（
☎
０
８
５
２
�
６
１
４
３
）

・
本
庁
建
設
企
画
課
都
市
計
画
係

（
☎
�
９
６
０
１
）

　

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
す
。
帰
省
し
た
友

人
や
家
族
な
ど
と
一
緒
に
、
夜
空

に
浮
か
び
上
が
る
浜
田
マ
リ
ン
大

橋
の
幻
想
的
な
景
観
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
13
日
㈭
～
15
日
㈯

日
没
～
午
前
０
時

場
所　
浜
田
マ
リ
ン
大
橋

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
水
産
振
興
課
水
産
係

（
☎
�
９
５
２
０
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
（
中
退

共
）
の
退
職
金
制
度
な
ら
、
掛
金

に
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

国
の
制
度
だ
か
ら
安
心
・
確
実

・
新
規
加
入
や
掛
金
月
額
を
増
額

す
る
場
合
、
掛
金
の
一
部
を
国

が
助
成
し
ま
す
。

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数

料
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

外
部
積
立
型
だ
か
ら
管
理
が
簡
単

・
従
業
員
ご
と
の
納
付
状
況
や
退

職
金
試
算
額
を
事
業
主
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

・
退
職
金
は
、
中
退
共
か
ら
直
接

従
業
員
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

※　

パ
ー
ト
職
員
も
加
入
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
０
３
‐
６
９
０
７
‐
１
２

３
４
）

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

産
業
・
地
域
活
性
化

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め

の
資
材
を
提
供
し
ま
す

第
23
回
「
し
ま
ね
景
観
賞
」

景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る

建
造
物
な
ど
を
募
集
し
ま
す

浜
田
マ
リ
ン
大
橋
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
共
通
商
品
券
の
取
扱
加

盟
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
元

消
費
・
地
域
購
買
・
地
産
地
消
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
浜
田
市
の
企
業
・

商
店
が
活
気
づ
き
、
も
っ
と
元
気

で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
街
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

浜
田
市
共
通
商
品
券
は
、
年
々

発
行
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
10

月
か
ら
は
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
も

発
行
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
加
盟
を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

加
盟
手
数
料
は
、
今
年
度
無

料
（
通
常
１
万
円
）、
換
金
手

数
料
は
今
年
度
３
％
（
通
常
５

％
）
で
す
。

※　

商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
商

店
街
振
興
組
合
な
ど
の
会
員
事

業
所
で
、
浜
田
市
内
で
営
業
し

て
い
る
店
舗
が
加
盟
で
き
ま
す
。

※　

加
盟
の
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
商
工
会
議
所

（
☎
�
３
０
２
５
）

・
石
央
商
工
会

（
☎
�
０
０
７
０
）

市
税
な
ど
納
税
・
納
付
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
開
設

　

市
で
は
、
市
税
な
ど
の
収
納
率

の
向
上
、
負
担
の
公
平
性
の
確
保

及
び
納
期
内
納
付
の
推
進
を
目
的

に
、
電
話
で
未
納
者
に
納
税
の
呼

び
掛
け
を
行
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

電
話
に
よ
る
納
付
案
内
は
、
市

が
委
託
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ

っ
て
行
い
、
納
付
相
談
な
ど
が
あ

る
場
合
は
、
担
当
課
の
職
員
に
引

継
ぎ
ま
す
。

開
設
日
時　
月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　

月
10
日
程
度
の
開
設
と
な
り

ま
す
。

※　

原
則
と
し
て
市
役
所
開
庁
日

の
開
設
で
す
が
、
開
設
日
時
を

変
更
し
た
り
、
臨
時
に
開
設
し

た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
税
目
な
ど

・
市
県
民
税

・
固
定
資
産
税

・
軽
自
動
車
税

・
国
民
健
康
保
険
料

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
！

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
税

な
ど
の
納
期
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と

を
お
知
ら
せ
し
、
早
期
の
納
付
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。　

　

電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預

払
機
）
な
ど
で
の
振
り
込
み
を
お

願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
還
付
金
に
つ
い
て
も
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
で
案
内
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

も
し
、
不
審
と
思
わ
れ
る
電
話

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
振
り
込
み
な

ど
せ
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
徴
収
課
徴
収
係

（
☎
�
９
２
４
０
）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
市
に
住
所
が
あ
る
１

歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
（
所
）・
幼
稚
園
で
実

施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
程　
９
月
３
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
30
分
～
２
時

②
午
後
２
時
～
２
時
30
分

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

８
月
20
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

子
育
て
や
教
育
に
係
る
支
出
が

大
き
い
多
子
世
帯
へ
商
品
券
を
交

付
し
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を

図
る
と
と
も
に
、
市
内
の
消
費
拡

大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

交
付
対
象
者　
平
成
27
年
５
月
31

日
現
在
で
、
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
人

・
浜
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

・
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
（
平
成
９
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
27
年
５
月
31
日

生
ま
れ
）
の
子
ど
も
が
３
人
以

上
い
る
保
護
者

商
品
券
交
付
枚
数

　

千
円
商
品
券
20
枚

（
１
世
帯
あ
た
り
２
万
円
）

商
品
券
の
利
用
期
間

10
月
１
日
㈭
～
12
月
31
日
㈭

商
品
券
が
利
用
で
き
る
店
舗

浜
田
市
共
通
商
品
券
取
扱
加
盟

店
申
請
期
間

９
月
１
日
㈫
～
10
月
30
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

申
請
用
紙
は
、
本
庁
子
育
て

支
援
課
及
び
各
支
所
市
民
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。

※　

審
査
の
上
、
該
当
者
に
は
10

月
以
降
に
商
品
券
を
郵
便
書
留

で
送
付
し
ま
す
。

申
請
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

浜
田
市
共
通
商
品
券
の

取
扱
加
盟
店
を
募
集
し
ま
す

電
話
で
市
税
な
ど
の
納
税
・

納
付
を
呼
び
掛
け
る
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

税
務
・
納
税

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布
を

実
施
し
ま
す

多
子
世
帯
の
生
活
を

支
援
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
支
給
要
件
に
該
当
す

る
児
童
（
18
歳
に
な
っ
た
年
度
の

３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童

又
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定
め
る

程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児

童
）
を
監
護
す
る
父
又
は
母
、
も

し
く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人（
養
育
者
）

に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。ま
た
、

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

人
で
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当

よ
り
低
い
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど

も
・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
程

度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子

ど
も

・
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で

な
い
子
ど
も

・
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も

・
そ
の
ほ
か
、
前
記
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
子
ど
も
で
政
令
で
定

め
る
も
の

※　

支
給
対
象
者
の
父
又
は
母
が

事
実
上
婚
姻
関
係
に
あ
る
場
合

な
ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給　

４
２
、
０
０
０
円

一
部
支
給　

９
、
９
１
０
円
～

４
１
、
９
９
０
円

児
童
２
人
以
上
の
場
合

第
２
子　

５
、
０
０
０
円
加
算

第
３
子
以
降
１
人
に
つ
き 

３
、
０
０
０
円
加
算

※　

支
給
額
は
、
支
給
対
象
者
の

所
得
額
に
よ
っ
て
異
な
り
、
所

得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
） 

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の

状
況
を
８
月
中
に
届
け
出
て
、
受

給
資
格
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
届
出
を
せ
ず
に
２
年
を

経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ
り
手
当

を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
り
ま
す

　予防接種は、子ども自身が免疫を作って病気
を予防するのに役立ちます。感染症の中にはか
かると重症化したり、後遺症が残ったり、とき
には命に関わる病気もあります。予防接種で免
疫をつけ、感染症にかからないようにしましょ
う。

日本脳炎予防接種について

　日本脳炎は、人から直接ではなく、ブタなど
の体内で増えた日本脳炎ウイルスが蚊によって
媒介され感染する病気です。感染者のうち100
人から1,000人に１人が脳炎を発症し、そのう
ち約20％から40％程度の割合で命を落とすこと
があります。また、神経の後遺症を残すことも
多い病気です。
　定期予防接種対象者は３歳から７歳半未満の
子どもで第１期（３回）、９歳以上13歳未満の子
どもは第２期（１回）の予防接種となります。
日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は…
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重い病気に
なった事例があったことから、平成17年度から
21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま
した。このため平成７年４月２日から平成19年
４月１日生まれの人は接種回数が不足している
場合があります。母子手帳を確認し接種が完了

していない場合は、20歳になるまでの間に不足
分を無料で接種することができます。

麻しん風しん予防接種について

　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けない
と、多くの人がかかる病気です。また風しんは、
特に予防接種の機会がなかった20歳から40歳代
の男性がかかる場合が多いようです。妊娠中の
女性が風しんに感染すると、生まれてくる子ど
もが先天性風疹症候群（白内障・先天性疾患・
難聴など）になることがあります。
　定期予防接種対象者となる１歳の子どもと年
長児相当の子どもは、ＭＲ（麻しん風しん）予
防接種を受けましょう。
　定期予防接種対象者以外の人でも、自分と家
族、周りの人を風しんから守るために、風しん
の予防接種を任意で受けることができます。風
しんワクチンを接種していない人や１回接種だ
けの人は、麻しんワクチンの接種回数も不十分
で、麻しんに対する免疫も弱いことが多いため、
ＭＲ予防接種をお勧めします。なお、任意の予
防接種費用は自己負担となりますので、かかり
つけ医に相談してください。

（本庁子育て支援課）

子どもを感染症から守るために

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

お
知
ら
せ
で
す

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

忘
れ
ず
に
出
し
て
く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
末
に

個
人
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

届
出
期
間

８
月
３
日
㈪
～
31
日
㈪

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
で
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
向
上

や
朝
食
の
欠
食
者
の
減
少
を
目
指

し
、
今
年
度
の
食
育
推
進
重
点
目

標
で
あ
る
「
朝
ご
は
ん
を
し
っ
か

り
食
べ
る
」
取
組
と
し
て
、
自
分

で
作
っ
た
朝
ご
は
ん
を
お
い
し
そ

う
に
食
べ
て
い
る
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
写
真
は
、
平

成
28
年
２
月
21
日
㈰
に
実
施
予
定

の
「
食
育
フ
ェ
ス
タ
in
浜
田
」
な

ど
、
市
の
食
育
啓
発
活
動
の
場
で

展
示
し
ま
す
。

募
集
写
真
の
条
件

①
自
分
で
作
っ
た
朝
ご
は
ん
を
、

お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
写

真
（
た
だ
し
、
園
児
・
小
学
校

低
学
年
は
、
親
子
で
作
っ
た
朝

ご
は
ん
で
も
よ
い
）

②
写
真
は
Ｌ
版
サ
イ
ズ
。
応
募
写

真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
市
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
展
示
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
承
諾
で
き
る
も

の
。

応
募
資
格　
浜
田
市
在
住
の
人

※　

浜
田
市
外
か
ら
、
市
内
の
保

育
所（
園
）・
幼
稚
園
・
学
校
へ

通
っ
て
い
る
人
は
含
み
ま
す
。

応
募
期
間

９
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年
１
月

12
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
１
枚

貼
り
、
持
参
又
は
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
地
域
医

療
対
策
課
及
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
医
療
対
策
課
保
健
予

防
係
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地（
☎
�
９
３
１
１
）】

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

運
動
機
能
を
高
め
、
活
動
的
で

生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
次
の
２
会
場
で
教
室
を
行
い

ま
す
。

対
象　
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
力
な
ど

の
運
動
機
能
が
低
下
傾
向
に
あ

る
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
浜
田
市
民
で
、

３
か
月
間
継
続
し
て
参
加
で
き

る
人

※　

運
動
機
能
に
つ
い
て
は
、
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を
参

考
に
し
ま
す
。

※　

過
去
に
、
こ
の
教
室
に
参
加

し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

内
容　
体
力
測
定
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
・
機
器
を
使
用
し
た
筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

料
金　
１
、
０
０
０
円
程
度

（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※　

問
診
な
ど
で
身
体
状
況
を
確

認
し
ま
す
。
身
体
状
況
・
教
室

の
定
員
な
ど
に
よ
り
、
お
断
り

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ン
シ
ャ
ン
！
ら
く
ら
く
筋
ト
レ

教
室

日
時　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
木
曜
日

　

午
前
９
時
15
分
～
10
時
45
分

場
所　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

定
員　
10
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係

（
☎
�
９
１
２
１
）

高
齢
者
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
教
室

日
時　
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
水
・
金
曜
日

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所　
ア
ク
ア
み
す
み

定
員　
15
人
程
度

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

三
隅
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
係
（
☎
�
２
８
０
６
）

　

平
成
27
年
７
月
１
日
か
ら
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る

疾
病
が
、
１
５
１
疾
病
か
ら
３
３

２
疾
病
へ
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
所
持
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

対
象　
対
象
疾
病（
３
３
２
疾
病
）

に
よ
る
障
が
い
が
あ
る
人

※　

対
象
疾
病
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
手
続

⑴　

対
象
疾
病
に
罹
患
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
証
明
書
（
診
断

書
又
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

⑵　

障
害
支
援
区
分
の
認
定
や
支

給
決
定
な
ど
の
手
続
の
後
、
必

要
と
認
め
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス・
障
が
い
児
・
障
が
い
者
に
つ
い

て
は
、障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・

相
談
支
援
・
補
装
具
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業

・
障
が
い
児
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
児
通
所
支
援
及
び
障
が
い
児

入
所
支
援

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

対
象
と
な
る
疾
病
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た

高
齢
者
運
動
機
能
向
上

教
室
を
開
催
し
ま
す

元
気
な
浜
田
は
朝
ご
は
ん
か
ら

「
我
が
家
の
お
い
し
い
朝
ご
は

ん
」
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

健
康
・
福
祉
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対象　65歳以上（浜田市に住民票のある人）
料金　無料
結核レントゲン検診撮影票（受診票）
・検診会場に用意しています。
・「広報はまだ」４月号に併せて配布した「平成27

年度各種健（検）診日程表」に掲載しています。
・市役所本庁１階地域医療対策課10番窓口及び各支

所市民福祉課・各公民館にもあります。
※　ネックレスなどは外し、すぐに撮影できるよう

な服装で受診してください。
※　９月以降の結核検診は、「平成27年度各種健（検）

診日程表」をご覧ください。

問い合わせ先
・本庁地域医療対策課保健予防係

（☎�９３１１）
・各支所市民福祉課

【　浜　田　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場
18
日
㈫

9:00～　9:20 国府公民館有福分館 18
日
㈫

10:25～10:50 三宅集会所 18
日
㈫

14:10～14:40 国府公民館
9:30～　9:40 大峠口バス停前（大金町） 13:00～13:20 久代公民館 14:50～15:20 ＪＦしまね浜田支所国府出張所
9:50～10:15 順興寺前 13:40～13:50 国分自治会館 15:40～16:00 佐々木米穀店前（下府町）

【　弥　栄　】
日 時間 会場 日 時間 会場 日 時間 会場

19
日
㈬

9:00～　9:30 老人福祉センター
19
日
㈬

14:00～14:10 横谷集会所

20
日
㈭

11:10～11:20 弥栄会館
9:40～　9:50 大斉集会所 14:20～14:30 小角集会所 13:00～13:10 西の郷ライスセンター

10:00～10:10 野坂旧消防車庫前 14:40～14:50 交流センターかどた 13:30～13:40 小熊集会所
10:20～10:30 野坂集会所 15:00～15:10 日高集会所 13:50～13:55 谷集会所
10:40～10:50 六歩谷集会所

20
日
㈭

9:00～　9:10 畑集会所 14:10～14:20 熊の山集会所
11:00～11:10 栃木集会所 9:20～　9:30 山賀集会所 14:30～14:40 下田野原集会所
11:20～11:30 高内精米所 9:40～　9:50 小坂集会所 14:50～15:00 上田野原集会所
13:00～13:10 弥栄会館 10:00～10:10 西河内集会所 15:15～15:25 老人福祉センター
13:20～13:30 稲代集会所 10:20～10:30 程原上集会所
13:40～13:50 大坪センター 10:40～10:50 程原下集会所

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び
特
別

障
害
者
手
当
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、
受
給
資
格
な
ど
の
状
況

を
届
け
出
て
、
翌
年
７
月
ま
で
の

手
当
の
支
給
の
要
否
の
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
、
受
給

資
格
が
あ
っ
て
も
引
き
続
き
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
支
給
要
件
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
個
別
に
案

内
を
し
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間

８
月
11
日
㈫
～
９
月
10
日
㈭

※　

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

者
で
、
対
象
児
童
が
養
護
学
校

や
、
ろ
う
学
校
の
寄
宿
舎
に
入

寮
し
て
い
る
場
合
は
、「
別
居

看
護
事
実
に
つ
い
て
の
確
認
願

書
」
に
、
学
校
又
は
居
住
地
域

の
民
生
委
員
に
証
明
を
受
け
、

ほ
か
の
添
付
書
類
と
併
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
２
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

病
気
の
こ
と
で
、
１
人
で
悩
ん

だ
り
、
療
養
生
活
に
困
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
難
病
の
あ
る
人
、

家
族
や
支
援
者
な
ど
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
都
合
の
良
い

時
間
帯
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

日
時　
８
月
27
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
浜
田
保
健
所
多
目
的
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
で
き

ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

８月結核レントゲン検診の日程

特
別
児
童
扶
養
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

難
病
サ
ロ
ン

「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　９月以降のがん検診の日程は、「平成27年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課保健予防係（☎�９３１１）

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で奇数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です。
【医療機関で受診する場合】
申込先　浜田医療センター内　健診センター

（☎�７７００）
申込受付時間　10:00～12:00・14:00～16:00

実施期間
平成28年２月26日㈮まで
毎週火・水（第３を除く）・金曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場
浜
田８月16日㈰ 9:00～11:30 市役所本庁東分庁舎13:00～15:00
※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を

受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

金
城８月25日㈫ 8:00～　8:30 みどりかいかん

9:30～10:30 久佐公民館（くざ会館）

旭
８月18日㈫ 8:30～11:00 都川高齢者活動促進センター13:30～14:30

８月19日㈬ 8:30～11:00 旭保健センター13:30～14:30
※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受

診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・

ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。
【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成28年２月29日㈪まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田

８月16日㈰ 9:30～11:30 市役所本庁東分庁舎13:00～14:30

８月31日㈪

9:00～10:00 石見公民館
10:30～11:30 子育て支援センター（託児あり）
13:30～13:45 国分自治会館
14:15～14:30 久代公民館

※　子育て支援センターで託児が必要な人は、本庁地域
医療対策課（☎�９３１１）に申し込んでください。

　

健
康
づ
く
り
と
福
祉
に
対
す
る

理
解
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
す

る
「
浜
田
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
の
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

で
、
演
技
な
ど
を
披
露
し
て
も
ら

え
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
10
月
18
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～

場
所　
海
の
み
え
る
文
化
公
園
野

外
ス
テ
ー
ジ

演
技
時
間　
15
分
程
度
（
入
退
場

時
間
を
含
む
）

応
募
資
格　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　

市
内
に
居
住
す
る
人
を
中
心

に
構
成
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
こ

と
⑵　

健
康
づ
く
り
や
福
祉
活
動
を

理
解
す
る
団
体
で
あ
る
こ
と

⑶　

演
技
内
容
は
、
来
場
者
が
楽

し
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と

⑷　

政
治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
を

目
的
と
し
て
い
な
い
団
体
で
あ

る
こ
と

募
集
団
体
数　
13
団
体
（
予
定
）

※　

予
定
数
を
超
え
る
応
募
が
あ

っ
た
場
合
は
、
選
定
委
員
会
で

協
議
の
上
、
参
加
団
体
を
決
定

し
ま
す
。

応
募
締
切
日　
８
月
31
日
㈪
必
着

応
募
方
法　
ス
テ
ー
ジ
参
加
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
本
庁
地
域
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

※　

応
募
の
際
に
は
、
ス
テ
ー
ジ

内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課
内　

浜
田
市

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
３
０
０
）

対
象　
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

員
な
ど

日
時　
８
月
12
日
㈬
・
９
月
９
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業

相
談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
島
根
県
看
護
協
会
就
業

相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

８月各種がん検診の日程

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
出
演
団

体
を
募
集
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て１月１日時点の住民票がある市区町村に
お問い合わせください 臨

時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

平成27年度市民税が非課税である

平成27年１月１日時点で浜田市に住民票
がある（生活保護受給者は対象外）

扶養している人は浜田市内にいる 課税証明書（非課税であるこ
との証明）の提出が必要です

※　対象と思われる人には
申請書を送付します。

※　市民税の課税状況や扶養の有無など、税に関する個人情報については、電話でのお問い合わせには回答でき
ません。

税の扶養親族など（注１）になっている

扶養している人は平成27年度市民税が非課税である

臨時福祉給付金の対象です

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい
いいえ

はい

（注１）　「扶養親族など」とは、税法上の扶養親族・控除対象配偶者・配偶者特別控除における配偶者・事業専
従者をいいます。また、16歳未満で税法上の扶養親族になっていない人も、保護者の扶養親族とみなさ
れます。

　平成26年度に引き続き、平成27年度においても
消費税の引き上げによる影響を緩和するため、臨
時福祉給付金を支給します。

支給対象者　平成27年１月１日において浜田市に
住民票があり、次の条件を満たす人（ただし、
生活保護受給者は除く）

・平成27年度の市民税が非課税の人
・平成27年度の市民税が課税されている人の扶養

親族などになっていない人
支給額　支給対象者１人につき6,000円

申請期間
９月１日㈫～12月１日㈫
申請方法　８月下旬以降に臨時福祉給付金の支給

対象になると思われる人に、案内文書及び申請
書を送付します。申請書に必要事項を記入の上、
返送してください。
問い合わせ先　本庁地域福祉課地域福祉係

（☎�９３００）

※　ご自身が臨時福祉給付金の支給対象かどうか
は、下記の診断シートを参考にしてください。

　

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催

し
ま
す
。
今
年
は
戦
後
70
年
の
節

目
と
な
る
年
で
、
例
年
の
式
典
に

加
え
て
写
真
展
示
な
ど
も
行
う
予

定
で
す
。
戦
没
者
の
ご
遺
族
を
は

じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
列
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
９
月
５
日
㈯

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
�
０
０
９
４
）

臨時福祉給付金のお知らせです

平成27年度臨時福祉給付金対象者診断シート

浜
田
市
戦
没
者
追
悼
式
を

開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

負担限度額（１日あたり）

利用者負担段階 食費の
負担限度額

居住費などの負担限度額

ユニット型
個室

ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室

第１段階

・本人及び世帯全員が
住民税非課税で、老
齢福祉年金受給者

・生活保護受給者

300円 820円 490円 490円　 
（320円） 0円

第２段階

・本人及び世帯全員が
住民税非課税で、合
計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以
下の人

390円 820円 490円 490円　 
（420円） 370円

第３段階

・本人及び世帯全員が
住民税非課税で、利
用者負担段階第２段
階以外の人

650円 1,310円 1,310円 1,310円　
（820円） 370円

※　（　）内は、介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の負担限度額と
なります。

更
新
の
必
要
な
人

福
祉
医
療
受
給
者
で
、
有
効
期

限
が
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で

と
な
っ
て
い
る
人

※　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
８

月
上
旬
に
更
新
の
案
内
を
送
付

し
ま
す
。

提
出
期
限　
８
月
28
日
㈮

※　

事
務
処
理
の
都
合
上
、
期
限

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
期
限
が

過
ぎ
て
も
申
請
は
で
き
ま
す
。

※　

10
月
末
ま
で
に
申
請
し
、
引

き
続
き
該
当
と
な
る
場
合
は
、

10
月
１
日
か
ら
有
効
の
証
を
交

付
し
ま
す
。
11
月
以
降
に
更
新

手
続
を
し
た
場
合
は
、
申
請
月

の
初
日
か
ら
有
効
の
証
を
交
付

し
ま
す
。

更
新
に
必
要
な
も
の

①
福
祉
医
療
費
医
療
証（
資
格
証
）

更
新
申
請
書
（
受
給
者
へ
送
付

し
ま
す
）

②
印
鑑
（
ゴ
ム
印
不
可
）

③
健
康
保
険
証
（
受
給
者
の
名
前

が
記
載
し
て
あ
る
も
の
）

④
福
祉
医
療
証
又
は
資
格
証
（
有

効
期
限
が
平
成
27
年
９
月
30
日

ま
で
の
も
の
）

⑤
受
給
者
の
該
当
事
由
に
よ
り
提

示
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
も

の
（
次
の
と
お
り
）

重
度
心
身
障
が
い
者

・
療
育
手
帳
、身
体
障
害
者
手
帳
、

精
神
障
害
者
健
康
福
祉
手
帳

・
非
課
税
公
的
年
金（
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
）の
受
給
者
は
、

平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
支
給
金
額
の
分
か

る
も
の
（
支
払
い
通
知
書
・
額

改
定
通
知
書
・
振
込
金
額
の
分

か
る
通
帳
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

ひ
と
り
親
家
庭

・
高
等
学
校
な
ど
（
定
時
制
・
通

信
制
高
校
を
含
む
）
に
在
学
し

て
い
る
児
童
の
う
ち
、
今
年
度

18
歳
到
達
（
又
は
18
歳
以
上
20

歳
未
満
）
の
学
生
は
、
対
象
児

童
の
学
生
証
又
は
在
学
証
明
書

（
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
も

学
生
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も

の
）

平
成
27
年
１
月
１
日
に
浜
田
市
に

住
所
が
な
い
人

・
平
成
27
年
度
所
得
課
税
証
明
書

※　

所
得
要
件
に
よ
り
、
非
該
当

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
医
療
年
金
係

（
☎
�
９
４
１
１
）

　

施
設
に
入
所
し
て
利
用
す
る
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が
８
月
か
ら

変
わ
り
ま
し
た
。

多
床
室
の
費
用
の
変
更

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
と
短
期
入

所
生
活
介
護
を
利
用
し
た
場
合
、

利
用
者
が
負
担
す
る
額
は
施
設
と

の
契
約
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま
す
が
、

多
床
室
の
居
住
費
（
部
屋
代
）
の

基
準
と
な
る
額
に
つ
い
て
は
、
１

日
あ
た
り
３
７
０
円
か
ら
８
４
０

円
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

食
費
と
居
住
費
の
負
担
軽
減
要
件

の
変
更

　

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福

祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
や
短
期

入
所
生
活
介
護
な
ど
を
利
用
し
た

場
合
、食
費
と
居
住
費
（
滞
在
費
）

が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
下

の
表
の
利
用
者
負
担
段
階
に
該
当

す
る
人
は
申
請
に
よ
り
、
段
階
に

応
じ
た
負
担
限
度
額
に
利
用
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
８
月

か
ら
次
の
①
②
の
資
産
要
件
が
加

わ
り
ま
し
た
。

①
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
も
、
世

帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
に
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合

②
①
に
該
当
し
な
く
て
も
、
預
貯

金
な
ど
が
一
定
額
（
単
身
１
千

万
円
、
夫
婦
２
千
万
円
）
を
超

え
て
い
る
場
合

※　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
給
付
係

（
☎
�
１
５
２
０
）

・
本
庁
健
康
長
寿
課
高
齢
者
福
祉

係
（
☎
�
９
３
２
０
）

保
険
・
医
療
・
年
金

福
祉
医
療
費
医
療
証
（
資
格

証
）
更
新
の
お
知
ら
せ
で
す

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
が

変
わ
り
ま
し
た
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保
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療
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・
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環
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健
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・
福
祉

子

育

て

　

70
歳
か
ら
74
歳
の
浜
田
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者
へ
、
８
月
１
日

か
ら
使
う
高
齢
受
給
者
証
を
送
付

し
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
と
は
？

　

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
（
誕
生

日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
）か
ら
、

病
院
に
か
か
る
と
き
の
自
己
負
担

割
合
が
所
得
に
応
じ
て
【
２
割
】

又
は
【
３
割
】
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
証
明
す
る
も
の
を
「
高
齢
受

給
者
証
」
と
い
い
ま
す
。
病
院
な

ど
の
窓
口
で
保
険
証
と
と
も
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

誕
生
日
が
昭
和
15
年
８
月
２

日
か
ら
昭
和
19
年
４
月
１
日
ま

で
の
人
は
、
所
得
の
状
況
に
よ

り
特
例
措
置
で
【
１
割
】
と
な

り
ま
す
。

有
効
期
限
が
あ
る
の
？

　

今
回
送
付
し
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７

月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
有
効
期

限
と
し
て
い
ま
す
。

※　

期
間
内
に
75
歳
に
な
る
人
は

誕
生
日
の
前
日
ま
で
。
そ
の
後

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

国
民
年
金
基
金
と
は
？

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
人
が
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
老
齢

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る
公
的
な

年
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
人
は
？

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
第
１
号

被
保
険
者
の
人
及
び
日
本
国
内
に

住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
る
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

※　

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
及
び
そ
の
被
扶

養
配
偶
者
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

毎
月
の
掛
金
は
？

　

加
入
時
の
年
齢
・
性
別
・
選
択

す
る
給
付
の
型
と
口
数
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

※　

掛
金
の
上
限
は
６
万
８
千
円

で
す
。

※　

年
金
の
給
付
は
、
年
金
額
の

加
入
口
数
、
年
金
受
取
期
間
は

給
付
の
型
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。

国
民
年
金
基
金
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
終
身
年
金
が
基
本

②
年
金
額
が
確
定
、
掛
金
額
も
一

定
③
税
制
上
の
優
遇

④
万
が
一
の
と
き
に
は
家
族
に
一

時
金

⑤
自
由
な
プ
ラ
ン
設
計

問
い
合
わ
せ
先　
　

島
根
県
国
民
年
金
基
金

（
☎
０
１
２
０
�
４
１
９
２
）

　

教
職
員
・
保
護
者
・
社
会
教
育

関
係
者
・
事
業
所
職
員
・
行
政
・

市
民
が
一
堂
に
会
し
、
人
権
・
同

和
問
題
や
人
権
・
同
和
教
育
の
啓

発
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

へ
向
け
た
実
践
力
を
培
う
た
め
、

人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　
８
月
18
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

場
所石

央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

演
題　
「
力
の
あ
る
学
校
」
を
つ

く
る

～
人
権
教
育
と
学
力
保
障
～

講
師　
志
水
宏
吉
さ
ん
（
大
阪
大

学
人
間
科
学
研
究
科
教
授
）

料
金　
無
料

※　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

中
国
の
食
文
化
や
芸
術
文
化
な

ど
を
知
り
な
が
ら
国
際
交
流
員
の

董と
う

茜せ
ん

さ
ん
と
中
国
の
魅
力
を
一
緒

に
感
じ
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
27
日
㈭　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
浜
田
公
民
館

定
員　
18
人

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
８
月
21
日
㈮

　

イ
ギ
リ
ス
で
人
気
の
あ
る
デ
ザ

ー
ト
、
ラ
イ
ス
プ
デ
ィ
ン
グ
を
国

際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・
モ
ー

ガ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん

か
。

日
時　
９
月
11
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

定
員　
15
人

参
加
費　
３
０
０
円

（
会
員
１
５
０
円
）

申
込
締
切
日　
９
月
７
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

人
権

ふ
れ
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

董
茜
の
中
国
文
化
講
座

～
中
国
の
魅
力
を
再
発
見
！
～

キ
ン
バ
リ
ー
の
料
理
教
室

～
ラ
イ
ス
プ
デ
ィ
ン
グ
を

　
　
　
　
　

食
べ
ま
し
ょ
う
～
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募集部門・出品料
写真の部 題材自由（デジタル可、ただし編集・加工した

ものは不可）
１人３点以内
１点1,500円（中・高校生500円）

書の部 第１部　前衛書
第２部　漢字・かな・近代詩文など

１人１点限り（部門ごとに）
１点1,500円（中・高校生500円）

絵画の部
油絵・日本画・水彩画・版画・素描・デザイン
第１部　高校生・大学生・一般
第２部　中学生

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

現代美術の部 表現・材料・展示など、既存の部門の枠を超え
た作品（今年度の募集は終了しました）

１人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

自由作品の部 工芸・ちぎり絵・水墨画・彫刻・陶芸など １人１点限り
１点1,500円（中・高校生500円）

対
象　
中
学
生
以
上
の
石
見
地
方

在
住
者
及
び
出
身
者

※　

未
発
表
の
自
己
作
品
で
、
作

品
の
裏
な
ど
に
展
示
用
吊
り
紐

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※　

ガ
ラ
ス
入
り
額
装
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

※　

規
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
は

出
品
で
き
ま
せ
ん
。

応
募
方
法　
出
品
票
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
出
品
料
を
添
え

て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

出
品
票
は
、
本
庁
文
化
振
興

課
、
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教

育
委
員
会
分
室
、
世
界
こ
ど
も

美
術
館
、
石
正
美
術
館
、
石
央

文
化
ホ
ー
ル
、
い
わ
み
ー
る
、

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
、
サ
ン
マ

リ
ン
浜
田
、浜
田
郷
土
資
料
館
、

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

応
募
先
・
期
間

○
市
役
所
本
庁
文
化
振
興
課

９
月
14
日
㈪
～
25
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委

員
会
分
室

９
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
石
正
美
術
館

９
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

作
品
の
搬
入
場
所
・
期
間

○
金
城
・
旭
・
弥
栄
支
所
教
育
委

員
会
分
室

９
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
石
正
美
術
館

９
月
15
日
㈫
～
18
日
㈮　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

９
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

展
示
期
間

10
月
３
日
㈯
～
12
日
㈷

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

展
示
場
所　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

審
査　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査

の
上
、
特
に
優
れ
た
作
品
に
特

別
賞
各
賞
を
授
与
し
ま
す
（
自

由
作
品
・
現
代
美
術
の
部
を
除

く
）。

表
彰
式
日
時
・
場
所

10
月
11
日
㈰　

午
後
１
時
～
３

時（
受
付
は
午
後
０
時
30
分
～
）

世
界
こ
ど
も
美
術
館
４
階
第
４

展
示
室

作
品
搬
出
場
所
・
期
間

○
世
界
こ
ど
も
美
術
館

10
月
12
日
㈷

午
後
４
時
～
６
時

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
文
化
振
興
課
芸
術
文
化
振

興
係
（
☎
�
９
７
３
０
）

　成人式は、合併以降、各自治区ごとに行って
きましたが、今年度からは、市全体を統一し、
毎年１月３日に開催します。
※　弥栄・三隅自治区については、例年８月に

実施していましたが、今年からは実施しませ
ん。
平成28年成人式
対象　平成７年４月２日から平成８年４月１日

までに生まれた人
日時　平成28年１月３日㈰　午後１時30分～
※　個人あての案内はしません。
※　成人式について詳しくは、「広報はまだ」

12月号でお知らせします。
問い合わせ先　本庁生涯学習課生涯学習係

（☎�９７２０）　
石見国くにびき18座

全国シニア演劇大会
（宮城県：６月５日～７日）

浜
田
市
美
術
展
一
般
公
募
展

作
品
を
募
集
し
ま
す

浜田市成人式は
１月３日に開催します

全国シニア演劇大会
ジュニア審査員賞受賞
おめでとうございます
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国際ソロプチミスト浜田から、チャ
リティーゴルフ大会募金の寄附を受
けました（６月１日）

東京で開催された山陰縦貫・超高速鉄道整備
推進市町村会議総会に出席しました
（６月９日）

大阪市で開催された関西浜田会総会に出席し
ました（６月14日）

平成28年度全国高等学校総合体育大会（体操
競技）の開催に向け、実行委員会を設立しま
した（６月16日）

浜田市ＰＴＡ連合会研修大会に出席
しました（６月21日）

三階小学校５年生と一緒に、ヒラメの稚
魚の体験放流を行いました（６月24日）

浜田市と邑南町との「食」を通じた観光・文
化交流協議会を設立しました（６月22日）

国府小学校開校記念の特別授業を行いました
（６月29日）

総務省消防庁主催の全国防災・危機管理トッ
プセミナーに出席しました（６月10日）

浜田市県立高校のあり方検討会から検討
結果の報告を受けました（６月15日）

市役所ロビーに浜田市特産品展示スペー
スを開設しました（６月24日）

特別講演会に来られたノーベル物理学賞
受賞の天野浩教授に、お祝いの記念品を
贈呈しました（６月11日）
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協力して料理を作る参加者

英語の歌を歌いながらゲームをしました

認知機能チェックに取り組む参加者

ゆっくり歩いて、楽しく健康づくり

　６月27日㈯、国際交流子どもの集いが浜田公民館で開催され
ました。このイベントは、小学生を対象に、各国の遊びを通じ
て言葉や文化に触れ、外国をより身近に感じてもらうことを目
的に毎年行っているもので、今年で22回目になります。
　当日は、イギリス・中国・アメリカの３人の国際交流員や外
国語指導助手（ＡＬＴ）から、それぞれの国の紹介を聞いた後、
一緒にゲームなどを行いました。参加した21人の子どもたちは、
中国の結婚式のときに飾る縁起物の切り絵づくりにも挑戦する
など、ふだんできない外国の文化を体験しました。

　６月26日㈮、元気でおたっしゃ運転塾が美又公民館で開催さ
れました。この教室は、金城町内の高齢者を対象に、交通事故
の実態を理解し、事故を防止するための学習をしようと昨年か
ら開催されています。
　当日は、浜田市内にある「安全運転トータルサポート島根・
どらいぶケア」代表の山本昌弘さんを講師に招き、高齢者の事
故の特徴や、事故を未然に防ぐ方法などを教わりました。参加
者は、認知機能チェックに取り組んだり、講師に対して運転に
対する不安や悩みなどの相談をしたりしていました。

　６月21日㈰、合併10周年記念ウォーキング大会の１つ、健康
ウォークin弥栄が開催され、町内外から86人が参加しました。
　今年は、島根県天然記念物の５本杉のある長安八幡宮をコー
スに加え、参加者全員130段の石段を登り参拝しました。若葉
あふれる山里を歩きながら心地よい汗を流し、全員が元気に
ゴールしました。
　合併10周年記念ウォーキング大会は全11大会で、８月以降は
６大会が予定されています。大会に７回以上参加すると特産品
がもらえる特典もありますので、ぜひ皆さんもご参加ください。

　６月30日㈫、白砂地区料理教室が今浦集会所で開催されまし
た。この教室は、白砂地区の男性を対象に、料理を通して健康
増進を図ろうと、同地区の保健委員会が企画したものです。
　最初に歯科衛生士の山田美代恵さんから、健康を保つために
は健口（口の中の健康）が大切と説明があり、歯磨きの仕方な
どを教わりました。その後、保健委員から魚のおろし方や野菜
の切り方の説明を受けながら３品目を作り、みんなでいただき
ました。参加者は、「みんなで楽しく作った料理はおいしかった」
「これからは健口にも気を使いたい」と話していました。

まちのわだい♥Town Topics

料理を通して健康を考える
～　白砂地区料理教室　～

みすみ

はまだ外国の遊びを楽しもう
～　国際交流子どもの集い　～

高齢者のための安全運転教室
～　元気でおたっしゃ運転塾　～

かなぎ

やさか合併10周年記念ウォーキング大会
～　健康ウォークin弥栄　～



広報はまだ：平成27年８月号　　　26

田車は大変だけど、がんばりました

トントンずもうを楽しむ親子

波佐小学校児童によるよさこいソーラン踊り

　６月20日㈯、波佐ホタル祭りが小波の郷・波佐小国温泉ほた
る湯館で開催されました。この祭りは、ホタルと環境を守ると
ともに、祭りを通じて交流人口の増加と地域の活性化を図るこ
とを目的に、波佐ホタル祭り実行委員会が毎年開催しているも
ので、当日は約2,000人の来場がありました。
　会場では、地域の保育園児や小学校児童の踊り、自治会女性
部によるほたる音頭などが披露され、祭りを盛り上げました。
日が暮れ、祭りが終わる頃には、会場周辺でたくさんのホタル
が舞い始め、来場者はホタルの美しさに見とれていました。

避難場所に向けて移動する参加者

　６月20日㈯、すくすく子どもまつりが子育て支援センターで
行われました。このイベントは、子育て環境の充実を図るとと
もに、家族で楽しく遊べる時間と場所を提供することを目的に、
毎年行われているものです。
　当日は、おもちゃを作って遊ぶ工作コーナーや、リズムに合
わせて体を動かす歌遊びのコーナーなどがあり、親子が一緒に
なって夢中で遊んでいました。また、浜田市内のこっころ協賛
店やボランティア団体による野菜や手芸品などの販売コーナー
もあり、多くの家族連れでにぎわいました。

　６月14日㈰、三隅自治区内で大雨を想定した防災訓練が行わ
れました。この訓練は、三隅自治振興会、河内・地方・向野田
郷の各自主防災会、三隅消防隊三隅分団が計画したもので、総
勢約520人の地域住民が参加しました。
　当日は、互いに声を掛け合って避難する集団避難訓練や、災
害対策本部にメールや無線を使用して避難状況などを通報する
訓練が行われました。参加者は、この訓練を通して災害時の協
力体制を確認するとともに、防災に対する意識を高めていまし
た。

　６月21日㈰、島根県の観光キャラクター「しまねっこ」を描
いた田んぼアートの草取り作業が行われ、小学生や保護者ら約
80人が参加しました。この田んぼアートは、浜田青年会議所が
弥栄町高内地内で今年初めて企画したものです。
　この日、参加者は田靴や長靴に履き替えて田んぼに入り、自
分たちで植えた苗の成長を観察しながら、草取り作業に汗を流
しました。また、地元農家の協力で、「田車」と呼ばれる昔な
がらの手押し除草機も体験しました。今後、９月に稲刈り、11
月に餅つきが予定されています。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさかの田んぼに「しまねっこ」を描く
～　田んぼアート草取り作業　～

やさか

はまだ親子で工作や歌遊びを楽しむ
～　すくすく子どもまつり　～

ホタルで地域を盛り上げよう
～　波佐ホタル祭り　～

かなぎ

みすみ大雨を想定した避難訓練
～　自治会・自主防災会の防災訓練　～
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多くの来場者でにぎわう会場

高校生の質問に答える天野教授

おいしい料理がズラリと並びました

校舎の廊下を疾走する参加者

　６月13日㈯・14日㈰、石見のまんなか神楽市が地域交流プラ
ザまんてん周辺で行われ、延べ約5,000人の来場者でにぎわい
ました。これは、観光協会旭支部と石央商工会青年部が開催し
ているイベントで、今年で３回目を迎えました。
　当日は、市内外の神楽社中６団体が14演目の華麗な舞を披露
する中、屋台では15団体が地元食材を使った料理で人気を争う
第３回Ｓ（商工会）－１グランプリが行われ、石央商工会青年
部金城支部の「金城バーガー」が第１回に続き２度目のグラン
プリに輝きました。

　６月４日㈭、１日農家レストラン「よっちゃんさい」が弥栄
町で開催されました。これは、ＪＡしまねいわみ中央女性部弥
栄がＪＡの空き店舗を利用して地元の野菜などを定期的に販売
し地域の活性化を図る活動の一環として、１日限定で開かれた
ものです。
　当日は、弥栄の自然の食材を生かした16品のメニューが並び、
特に、タキナ（ウワバミソウ）の和え物やこんにゃくフライは
人気で、おいしいと大評判でした。バイキング形式のランチの
みで開催されたにもかかわらず、多くの人でにぎわいました。

　５月31日㈰、第２回雑巾がけタイムトライアルin木田が旧木
田小学校で行われました。これは、木田地区振興協議会が歴史
ある木造校舎を活用し、地域の活性化につなげようと企画した
イベントで、今回が２回目となりました。
　当日は、年齢・性別ごとの６つの部に約60人が参加し、滑り
やすいぬか袋を雑巾のかわりに使用して廊下を駆け抜けました。
また、会場周辺では農業体験も行われ、参加者は木田地区の魅
力を堪能する１日となりました。

　６月11日㈭、ノーベル物理学賞を受賞した名古屋大学・天野
浩教授の特別講演会が石央文化ホールで行われました。これは、
浜田亀山ライオンズクラブが認証40周年を記念して開催したも
ので、教授の奥様が浜田市出身という縁で実現したものです。
当日は、学生や市民約1,000人が貴重な話を聴きに来場しました。
　天野教授は、研究の苦労やノーベル賞授賞式のエピソードを
話され、聴講した高校生らに「若い力で世の中を新しくしてほ
しい」とエールを送りました。講演後の質疑応答では、高校生
らは目を輝かせながら積極的に質問していました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

神楽を鑑賞しながら地元食材に舌鼓
～　石見のまんなか神楽市　～

あさひ

はまだ高校生らにエール送る
～　ノーベル賞受賞　天野浩教授　特別講演会　～

弥栄の自然の食材を楽しむ
～　１日農家レストラン「よっちゃんさい」　～

やさか

あさひ歴史ある木造校舎を駆け抜ける
～　雑巾がけタイムトライアルin木田　～
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

☆
開
館
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

絵
本
を
つ
く
ろ
う

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
８
月
５
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
窓
口
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
工
作
教
室

　

色
紙
で
自
分
だ
け
の
ブ
ッ
ク
カ

バ
ー
を
作
り
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下
（
未
就
学
児

は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
８
月
８
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
窓
口
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

特
別
映
画
会

日
時　
８
月
９
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時
20
分

タ
イ
ト
ル　
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル　

（
２
０
１
２
年
イ
ギ
リ
ス
作
品
）

☆
夏
休
み
企
画

　

読
書
感
想
文
応
援
講
座

対
象　
小
学
生

日
時　
８
月
17
日
㈪

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
先
着
10
人

持
参
す
る
も
の　
本
・
筆
記
用
具

※　

事
前
に
本
を
読
ん
で
心
に

残
っ
た
点
（
３
か
所
程
度
）
を

選
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
窓
口
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
映
画
会

子
ど
も
映
画
会

日
時　
８
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
２
時
25
分

タ
イ
ト
ル　
凧
に
な
っ
た
お
か
あ

さ
ん
（
２
０
０
４
年
バ
ン
ダ
イ

ビ
ジ
ュ
ア
ル
作
品
）

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
８
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

タ
イ
ト
ル　
紙
屋
悦
子
の
青
春

（
２
０
０
６
年
バ
ン
ダ
イ
ビ

ジ
ュ
ア
ル
作
品
）

☆
電
子
紙
芝
居

日
時　
８
月
８
日
㈯
・
23
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
毎
週
土
曜
日　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
タ
ン
ポ
ポ
お
は
な
し
会

　

お
話
を
憶
え
て
語
る
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
。
ひ
と
味
違
う
世
界

を
ご
体
験
く
だ
さ
い
。

対
象　
５
歳
か
ら
大
人
ま
で

日
時　
８
月
２
日
㈰

　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

場
所　
２
階
多
目
的
第
２
ホ
ー
ル

定
員　
先
着
20
人

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
８
日
㈯

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
の
読
書
夏
祭
り

日
時　
８
月
11
日
㈫

　

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

内
容　
お
は
な
し
会

定
員　
先
着
20
人

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
８
月
８
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
語

り
ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
プ

チ
工
作
を
行
い
ま
す
。

８
月
の
テ
ー
マ

　

竜
宮
城
へ
よ
う
こ
そ

夏
の
お
は
な
し
会

日
時　
８
月
22
日
㈯

午
後
２
時
～
２
時
30
分

場
所　
多
目
的
室

内
容　
暑
い
夏
を
涼
し
く
す
る
怖

い
お
話
の
読
み
語
り

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
10
日
㈪
・
24
日
㈪

金
城
・
旭
・
弥
栄
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

火
曜
日
～
金
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　図書館では、司書がリレー形式でおす
すめの１冊を紹介していきます。
旭図書館　司書のおすすめ
シャーロック・ホームズ全集１
「緋色の習作」

アーサー・コナン・ドイル著
河出書房新社刊（分類９３３．６）

　本好きなら１度は手にするホームズシ
リーズ。オマージュ作品の映像化など多
方面で愛され続けているホームズですが、
河出書房新社版は、新たに原作に忠実に
訳され、全体の約半数のページを解説や
注釈に割いています。
　時代的背景や独特の言い回しを詳しく
解説しており、より深く楽しめる大人向
けの１冊です。ぜひご一読ください。

図書館情報

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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島
根
県
立
大
学
で
開
講
す
る
科
目

の
う
ち
、
政
治
学
・
経
済
学
・
法
学

な
ど
多
く
の
科
目
を
社
会
人
の
皆
さ

ん
に
も
広
く
開
放
し
ま
す
。
パ
ー
ト

タ
イ
ム
で
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

あ
な
た
も
大
学
生
と
共
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
開
講
科
目
な
ど
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
14
日
㈮
～
21
日
㈮

受
講
期
間　
10
月
～
平
成
28
年
３
月

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
講
義
の
一
環
で
海
外
に
滞
在
し

て
い
る
在
学
生
と
の
交
流
、
学
内
施

設
見
学
、
そ
の
ほ
か
学
生
と
の
個
別

相
談
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
参
加
者
が
自
分
で
興
味

の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
選
び
な
が
ら
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
込
方

法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

開
催
日　
８
月
９
日
㈰

※　

高
校
３
年
生
だ
け
で
な
く
、１
・

２
年
生
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

第
３
回
は
、
９
月
13
日
㈰
に
開

催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

室
（
☎
�
２
２
０
３
）

　

こ
ん
に
ち
は
。
４
月
か
ら
島
根
県

立
大
学
に
就
任
し
ま
し
た
島
田
祥
吾

と
申
し
ま
す
。
専
門
は
英
語
の
言
語

学
・
辞
書
学
で
す
。
講
義
で
は
英
語

と
い
う
言
語
の
面
白
さ
や
難
し
さ
を

学
生
と
共
に
考
え
、
議
論
し
て
い
ま

す
。
英
語
、
こ
と
ば
の
面
白
さ
に
気

付
き
、
疑
問
が
あ
れ
ば
自
ら
調
べ
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
学
生
が
１
人

で
も
多
く
出
て
き
て
く
れ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

英
語
と
い
う
言
語
は
今
や
世
界
共

通
言
語
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
か

ら
英
語
に
関
し
て
多
く
の
研
究
が
な

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
を

経
る
に
つ
れ
て
こ
と
ば
の
使
い
方
も

変
化
し
、
新
た
な
課
題
も
日
々
出
て

き
て
い
ま
す
。島
根
県
立
大
学
か
ら
、

浜
田
か
ら
、
英
語
教
育
に
貢
献
で
き

る
研
究
成
果
を
発
信
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
浜
田

の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、｢

島
根
県

立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金
」を
設
置
し
、

基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け

る
個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
か
ら
の

寄
附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
こ
の
基
金
を
活

用
し
創
設
し
た「
海
外
留
学
奨
学
金
」

に
よ
り
、
学
生
15
人
が
ア
メ
リ
カ
の

３
大
学
、
韓
国
の
１
大
学
、
中
国
の

２
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
異
文
化
理
解
研
修
（
ア
メ
リ

カ
・
ロ
シ
ア
・
韓
国
・
中
国
）
で
は

58
人
の
学
生
が
、海
外
企
業
研
修（
イ

ン
ド
・
タ
イ
）
で
は
15
人
の
学
生
が
、

そ
れ
ぞ
れ
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

寄
附
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
市
役
所
本
庁
や
各

支
所
防
災
自
治
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

基
金
設
置
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
立
大
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

寄
附
金
の
払
込
（
振
込
）
方
法

①
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
か
ら
払

込
み
す
る
場
合
、
配
布
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の「
払
込
取
扱
票
」

に
よ
り
払
い
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
そ
の
ほ
か
の
金
融
機
関
か
ら
振
込

み
す
る
場
合
、
各
銀
行
の
振
込
口

座
あ
て
に
、
金
融
機
関
備
付
け
の

振
込
依
頼
書
又
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
り
振
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

振
込
口
座

・
山
陰
合
同
銀
行　

浜
田
支
店

普
通
口
座　

３
７
８
６
５
２
４

口
座
名
義　

島
根
県
立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金

・
島
根
銀
行　

浜
田
支
店

普
通
口
座　

０
３
２
５
７
９
３

口
座
名
義　

島
根
県
立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金

※　

寄
附
金
の
払
込
み
（
振
込
み
）

に
あ
わ
せ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
内

の
「
寄
附
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
島
根
県
立
大
学
財

務
課
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課
（
☎
�
２
２
１
８
）

講
師　
島し

ま
だ
し
ょ
う
ご

田
祥
吾

昨年度の様子
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vol.142
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

平
成
27
年
度
秋
学
期
聴
講
生
・

科
目
等
履
修
生
募
集

第
２
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
開
催
し
ま
す

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
未
来
ゆ
め
基
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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本
館
の
「
石
本
正
新
作
展　

夢
を

か
さ
ね
て
」
で
は
、
95
歳
に
な
っ
た

日
本
画
家
・
石
本
正
（
三
隅
町
出
身
）

が
昨
年
描
き
上
げ
た
新
作
14
点
を
、

70
年
余
の
画
業
を
振
り
返
る
代
表
作

と
と
も
に
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

新
館
で
は
、「
第
５
回
石
州
和
紙

に
描
い
た
日
本
画
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
本
展
は
、
日
本
画
の
素
材

と
し
て
の
可
能
性
を
よ
り
多
く
の
人

に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
、
石
本
正
が
推
薦
す
る

画
家
や
地
元
ゆ
か
り
の
作
家
を
中
心

に
石
州
和
紙
へ
の
制
作
を
依
頼
し
、

描
か
れ
た
新
作
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
作
家
の
瑞
々
し
い
感
性
と
、

伝
統
を
守
り
続
け
る
石
州
和
紙
と
が

共
鳴
し
合
い
生
ま
れ
た
作
品
を
、
ぜ

ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
９
月
27
日
㈰
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金一

般　
　

８
０
０
円（
７
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

特
別
観
覧
券
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　

Ｌ
コ
ー
ド
６
８
４
７
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

休
館
日　
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

開
館
、
翌
日
休
館
）

　３年ぶり２回目となる写真展「ｗａｔｅｒ　ｃｏｌｏｒ」に関連し、佐々木勝
巳さん本人による写真を語る会を開催します。身体中の感覚を研ぎ澄
まし、「水」をテーマに撮り続けた作品の数々を、写真家の想いとと
もにお楽しみください。
※　手話による解説があります。
日時　８月22日㈯　午後２時～３時
場所　石正美術館創作室・ギャラリー
料金　無料

　花音＆紫音の２人による琴コンサートを開催します。暑さが残る夏
の終わりに、涼やかな琴の音色をお楽しみください。
日時　８月29日㈯　午後２時～３時
場所　石正美術館創作室
料金　無料
出演　花音＆紫音
          
問い合わせ先　石正美術館（☎�４３８８）

《ギャラリー展示》
鐘築等「の・ような似顔絵店３」

８月７日㈮まで
二科会写真部島根支部写真展

８月８日㈯～ 14日㈮
佐々木勝巳写真展「ｗａｔｅｒ　ｃｏｌｏｒ」

８月15日㈯～ 28日㈮
写真×石州和紙
「ｉｗａｍｉ☆ふぉと．ｃｏ展」

８月29日㈯～９月13日㈰

《イベント情報》
石州和紙で灯ろうづくり

８月１日㈯　午前10時～正午
鐘築等・似顔絵ワークショップ

８月１日㈯
午後２時～３時30分
アーティスト・イン・レジデンス
ワークショップ「マーブリング
（墨流し）」（仮）

８月２日㈰　午前10時～正午
夏休みこども木工教室

８月８日㈯　
午前９時30分～午後０時30分
二科会写真展作品解説会

８月８日㈯　午後２時～３時
三十人の音楽会

８月15日㈯　
午後２時～３時30分

※　料金など、詳しくはお問い
合わせください。

石本正「月火美人」2013年

有

料

広

告

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

◎佐々木勝巳　写真を語る会

◎花音＆紫音　琴コンサート
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現
在
、
世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は

体
験
型
現
代
美
術
「
ア
ー
ト
の
秘
密

基
地
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　
“
秘
密
基
地
”
は
、
子
ど
も
の
遊

び
の
中
で
も
特
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
存

在
。
誰
も
が
子
ど
も
の
頃
に
作
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
こ
は
夢
が
た
っ
ぷ
り
と
つ

ま
っ
て
い
る
特
別
な
空
間
で
す
。

　

本
展
で
は
、“
秘
密
基
地
”
を
テ
ー

マ
に
表
現
さ
れ
た
体
験
型
の
現
代
美

術
作
品
を
通
し
、
鑑
賞
者
の
皆
さ
ん

に
、「
つ
く
る
」「
発
見
す
る
」「
楽

し
む
」
こ
と
を
体
験
し
て
も
ら
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
の
よ
う
な
パ
ー
ツ
を
つ
な

げ
秘
密
基
地
空
間
を
作
り
あ
げ
る
作

品
。
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
中
で
展
開

さ
れ
る
か
く
れ
ん
ぼ
的
な
作
品
、
布

や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
素
材
と

し
た
森
の
隠
れ
家
的
な
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
な
ど
、
展
示
作
品

は
実
に
多
彩
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　

様
々
な
作
品
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

芸
術
に
触
れ
る
喜
び
を
感
じ
て
も
ら

い
、
現
代
美
術
の
表
現
の
可
能
性
を

実
感
し
て
も
ら
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会
期　
９
月
27
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

こ
の
企
画
展
は
、
地
域
の
芸
術

環
境
づ
く
り
助
成
事
業
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で
に

１
階
創
作
室
に
て
。

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
ブ
ル
ル
ン
コ
プ
タ
ー
》

　

空
高
く
飛
ぶ
お
も
ち
ゃ
を
作
っ
て

み
ん
な
で
遊
ぼ
う
。

◎
８
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
木
で
つ
く
ろ
う
》

　

い
ろ
い
ろ
な
形
の
木
片
を
使
っ
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
づ
く
り
に
挑

戦
！

◎
８
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

■
お
盆
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
海
の
写
真
た
て
》

　

石
粉
粘
土
に
貝
殻
や
シ
ー
グ
ラ
ス

を
く
っ
つ
け
て
夏
に
ピ
ッ
タ
リ
な
写

真
た
て
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
12
日
㈬
～
14
日
㈮

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

《
モ
ザ
イ
ク
の
壁
掛
け
》

　

モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
使
っ
て
鍵
や

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
を
引
っ
掛
け
ら
れ
る

お
し
ゃ
れ
な
壁
掛
け
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

８
月
は
無
休
で
す

　

夏
休
み
に
ピ
ッ
タ
リ
の
作
品
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
創
作
屋
台
に
、
フ

ー
ド
屋
台
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
石
見
神

楽
公
演
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
今

年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
！
「
ア
ー
ト
の

秘
密
基
地
展
」
出
品
作
家
・
中
村
潤

さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
よ
。

　

夏
休
み
は
、
こ
ど
も
美
術
館
で
お

も
い
っ
き
り
楽
し
も
う
。

日
時　
８
月
23
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
美
術
館
中
庭
ほ
か

※　

当
日
は
、
小
・
中
学
生
は
展
覧

会
観
覧
料
は
無
料
で
す
。

美術館まつり

段ボール基地

関野宏子さん「ニョロの巣」

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

　

カ
ラ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
を
く
っ
つ
け

て
か
わ
い
い
動
物
を
作
ろ
う
。

◎
８
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
人
３
０
０
円

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.224

有

料

広

告

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
ト
の
秘
密
基
地
展

美
術
館
ま
つ
り

　
　
　
２
０
１
５
開
催
！
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浜
田
市
野
球
場
を
主
会
場
に
、
９

月
６
日
㈰
か
ら
10
月
12
日
㈷
ま
で
行

い
ま
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
職
域

チ
ー
ム
又
は
代
表
者
が
浜
田
市
民

の
同
好
会
チ
ー
ム
（
学
生
は
中
学

校
３
年
生
以
上
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
３
人
ま
で
）

料　
１
５
、
０
０
０
円

申
込
期
間　
８
月
24
日
㈪
ま
で
（
日

曜
日
を
除
く
）

申　
浜
田
製
菓
㈲
（
朝
日
町
）

中
村
利
男
さ
ん（
☎
�
０
９
２
３
）

問　
浜
田
市
野
球
連
盟
事
務
局

芦
谷
英
夫
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

６
９
８
‐
２
６
５
１
）

　

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
に
限
定
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。
今
回
も
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
曲
目

は
、
既
成
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
（
１

９
６
０
年
代
～
１
９
８
０
年
代
で
、

和
・
洋
を
問
い
ま
せ
ん
。）
１
曲
と

し
ま
す
。
若
い
世
代
の
人
の
出
演
も

大
歓
迎
で
す
。

対
象　
高
校
生
以
上

日　
平
成
28
年
１
月
31
日
㈰

午
後
１
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

定　
30
組

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
会

を
行
い
ま
す
。

料　
１
人
１
、
０
０
０
円
（
個
人
・

グ
ル
ー
プ
を
問
わ
ず
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

申
込
書
は
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

h
ttp

://fish
.m

ira
cle.n

e.jp
/

ham
abun/

申
・
問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表
現

技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
す
。
特
選
・
入
選
作
品
は
、

「
第
63
回
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

対
象　
県
内
に
居
住
す
る
人

第
１
部 

小
学
校
１
・
２
年
児
童

第
２
部 

小
学
校
３
・
４
年
児
童

第
３
部 

小
学
校
５
・
６
年
児
童

第
４
部 

中
学
生

第
５
部 

高
等
学
校
以
上
の
生
徒
・

学
生
及
び
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部

　
　
　
　

小
学
生
以
上

課
題　
自
由
（
た
だ
し
、
小
学
校
４

年
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
児
童
が

観
察
又
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ

フ
に
し
た
も
の
）

作
品
の
規
格　
Ｂ
２
判
用
紙

応
募
締
切
日　
９
月
７
日
㈪

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.lg.jp/
adm

in/pref/toukei/kyoukai/
graphconcours/

応
・
問　
島
根
県
統
計
協
会
【
〒
６

９
０
‐
０
８
８
７　

松
江
市
殿
町

１
１
１
番
地
（
☎
０
８
５
２
�
５

０
７
８
）】

総
合
実
務
科

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
自
己
理
解

や
適
性
の
見
極
め
を
行
い
な
が
ら
、

就
職
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
ど
の

知
識
や
、
様
々
な
作
業
・
実
習
、
企

業
な
ど
で
の
訓
練
に
よ
り
技
術
や
作

業
能
力
を
習
得
し
、
就
職
す
る
た
め

の
力
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
就
労

を
目
指
し
て
い
る
人

入
校
検
定
日　
８
月
26
日
㈬

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校 

（
益
田
市
）

定　
５
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
１
０
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

募

　
集

資
格
・
試
験

有

料

広

告

浜
田
市
長
旗
争
奪

　
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
演
奏
者

島
根
県
統
計
グ
ラ
フ

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
作
品

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生
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選
抜
方
法　
面
接

訓
練
期
間　
11
月
２
日
㈪
～
平
成
28

年
３
月
31
日
㈭

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

申
込
締
切
日　
８
月
19
日
㈬

医
療
事
務
習
得
科

　

医
療
事
務
（
医
科
・
歯
科
）、
調
剤

事
務
に
必
要
な
知
識
・
技
能
の
習
得

と
、
レ
セ
プ
ト
点
検
・
カ
ル
テ
管
理

に
つ
い
て
の
業
務
が
で
き
る
人
材
を

目
指
し
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
９
月
10
日
㈭

検
定
場
所

浜
田
合
同
庁
舎
５
階
中
会
議
室

定　
15
人

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
３
０
、０
０
０
円
程
度
必
要
）

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

訓
練
期
間

10
月
１
日
㈭
～
12
月
28
日
㈪

訓
練
場
所　
い
わ
み
ー
る

申
込
締
切
日　
９
月
１
日
㈫

共
通

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
所
定

の
職
業
相
談
を
受
け
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

【
防
衛
大
学
校
学
生
】 

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

総
合
選
抜

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬

一
次
試
験
日　
９
月
26
日
㈯

試
験
会
場　
防
衛
大
学
校

一
般
（
前
期
）

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
30
日
㈬

一
次
試
験
日　
11
月
７
日
㈯
・
８
日

㈰
試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・

浜
田
合
同
庁
舎

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
】

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬

一
次
試
験
日　
10
月
31
日
㈯
・
11
月

１
日
㈰

試
験
会
場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
）】

受
験
資
格　
高
校
卒
業（
見
込
含
む
）

で
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　
９
月
５
日
㈯
～
30
日
㈬

一
次
試
験
日　
10
月
17
日
㈯

試
験
会
場　
出
雲
合
同
庁
舎

【
説
明
会
の
開
催
】

防
衛
大
学
校
説
明
会

日　
８
月
３
日
㈪

午
後
１
時
～
３
時

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

（
自
衛
官
）

日　
８
月
５
日
㈬

午
後
１
時
～
２
時
30
分

受
付　
午
後
０
時
30
分
～

場　
松
江
地
方
合
同
庁
舎

※　

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

浜
田
出
張
所
（
☎
�
１
３
３
４
）

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
shim

ane

　

浜
田
養
護
学
校
で
は
、
浜
田
ろ
う

学
校
・
市
と
の
共
催
で
人
権
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
６
日
㈭

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

演
題　
き
こ
え
な
い
子
の
心
・
こ
と

ば
・
家
族
、
そ
し
て
教
育
～
心
理

臨
床
の
視
点
か
ら
～

講
師　
河
﨑
佳
子
さ
ん（
神
戸
大
学
・

大
学
院
教
授
）

問　
浜
田
養
護
学
校
高
等
部

大
地
本
さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

益
田
市
在
住
で
、
兵
庫
県
の
公
立

中
学
校
勤
務
を
経
て
、
在
日
コ
リ
ア

ン
問
題
や
解
放
教
育
、
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
な
ど
に
関
わ
っ
て
き
た
福
原
孝

浩
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
沖
縄
の

歴
史
か
ら
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
ぜ
ひ
、
親
子
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　
８
月
23
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

テ
ー
マ　
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
さ
と
～

沖
縄
の
歴
史
か
ら
命
の
大
切
さ
を

学
ぶ

料　
無
料

問　
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
芳
縁

植
田
さ
ん（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
９
６
６
）

岩
井
さ
ん
（
☎
０
８
０
‐
８
２
３

６
‐
１
６
９
２
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

教
室
・
講
座

有

料

広

告

防
衛
大
学
校
学
生
・

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

地
域
と
と
も
に
人
権
講
座

地
域
ぐ
る
み
で
育
て
る

　
　
　
　
人
権
意
識
講
座

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

　
　
一
緒
に
学
ぶ
学が

く

集し
ゅ
う

会か
い
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浜
田
養
護
学
校
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力

し
、
障
が
い
に
つ
い
て
一
緒
に
学
び

な
が
ら
、
地
域
で
生
き
る
子
ど
も
た

ち
を
理
解
し
、
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

講
義
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
子
ど

も
た
ち
と
活
動
す
る
講
座
も
あ
り
ま

す
。

対
象　
高
校
生
以
上

第
３
回

日　
８
月
８
日
㈯

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
パ
ー
ク

内
容　
施
設
見
学
な
ど

第
４
回

日　
８
月
29
日
㈯

受
付　
午
後
１
時
～

講
座　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　
国
府
公
民
館

内
容　
盲
導
犬
に
つ
い
て
知
ろ
う

第
５
回

日　
９
月
28
日
㈪

受
付　
午
前
９
時
45
分
～

講
座　
午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
養
護
学
校

内
容　
後
期
学
校
見
学
へ
の
参
加

※　

第
６
回
以
降
は
、
随
時
「
広
報

は
ま
だ
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

共
通

料　
年
間
２
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ

ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

件
名
に
「
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
申
込

み
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
養
護
学
校　

佐
々
木

さ
ん
（
☎
�
２
２
０
０
・
▢ＦＡＸ
�
２

２
０
１
）

Em
ail:ham

adayougo@
pref.

shim
ane.lg.jp

「
え
！
？
知
ら
な
か
っ
た
！
」
と
な

る
前
に
…

　

６
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
交
通

ル
ー
ル
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
自
分

自
身
、そ
し
て
周
り
の
安
全
の
た
め
、

新
し
い
ル
ー
ル
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

一
般
的
な
交
通
法
も
再
確
認
し
、
正

し
く
自
転
車
に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

日　
９
月
15
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館

定　
30
人

料　
無
料

申
込
締
切
日　
９
月
７
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直

接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

介
護
の
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

　

こ
れ
か
ら
福
祉
・
介
護
分
野
で
働

き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

介
護
の
専
門
資
格
の
取
得
か
ら
就
職

ま
で
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

対
象　
原
則
と
し
て
県
内
在
住
で
、

こ
れ
か
ら
県
内
の
福
祉
・
介
護
の

分
野
で
働
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

介
護
分
野
の
資
格
を
持
っ
て
い
な

い
人

内
容

・
介
護
職
員
初
任
者
研
修

・
介
護
職
場
へ
の
就
職
支
援
（
就
職

先
の
紹
介
や
介
護
職
場
で
の
職
場

体
験
な
ど
）

研
修
期
間

９
月
１
日
㈫
～
10
月
23
日
㈮

場　
い
わ
み
ー
る

定　
20
人

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き
、

植
物
染
料
に
よ
る
つ
け
染
め
体
験
の

ほ
か
、
は
が
き
や
便
せ
ん
な
ど
の
和

紙
に
ぼ
か
し
染
め
や
金
箔
振
り
加
工

を
施
す
華
や
か
な
料
紙
づ
く
り
、
８

月
16
日
㈰
に
三
隅
川
で
行
わ
れ
る
灯

ろ
う
流
し
用
の
灯
ろ
う
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

日　
８
月
９
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判　
　

（
１
枚
）
６
０
０
円

つ
け
染
め　

（
１
枚
）
５
０
０
円

料
紙　
　
　

（
２
枚
）
５
０
０
円

灯
ろ
う　
　

（
１
個
）
３
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

　

約
３
０
０
発
の
打
ち
上
げ
花
火
・

石
見
神
楽
の
上
演
・
歌
謡
シ
ョ
ー
・

キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
よ
さ
こ
い
踊
り
・

お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

※　

雨
天
の
場
合
、
花
火
は
中
止
し

ま
す
。

日　
８
月
14
日
㈮　

午
後
５
時
～

※　

打
ち
上
げ
花
火
は
、
午
後
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

場　
第
四
中
学
校
前
周
布
川
河
川
敷

問　
美
川
公
民
館

（
☎
�
３
６
５
７
）

　

美
し
い
景
観
で
知
ら
れ
、
地
学
的

に
も
大
変
貴
重
な
国
の
天
然
記
念

物
・
石
見
畳
ヶ
浦
の
見
学
会
を
開
催

し
ま
す
。
盆
休
み
で
ふ
る
さ
と
浜
田

に
帰
省
し
た
人
や
、こ
の
機
会
に「
天

然
の
地
学
博
物
館
」
と
も
い
わ
れ
る

石
見
畳
ヶ
浦
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日　
８
月
15
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

集
合
場
所　
唐
鐘
漁
港
の
石
見
畳
ヶ

浦
ト
ン
ネ
ル
入
口
（
国
分
町
）

講
師　
桑
田
龍
三
さ
ん
（
畳
ヶ
浦
研

究
会
）

料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

は
自
己
負
担
）

申
込
締
切
日　
８
月
17
日
㈪

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ

ー
石
見
分
室
（
☎
�
９
３
４
０
）

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

浜
田
養
護
学
校

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座

交
通
安
全
講
習
会

「
自
転
車
交
通
ル
ー
ル
改
正
」

介
護
職
員
初
任
者
研
修

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

紙
漉す

き
・
つ
け
染
め
・

　
　
　
も
の
づ
く
り
体
験

美
川
夏
ま
つ
り

盆
休
み
石
見
畳
ヶ
浦

　
　
　
　
　
現
地
見
学
会
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料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
畳
ヶ
浦
研
究
会　

桑
田
龍
三
さ

ん
（
☎
０
９
０
‐
５
２
６
５
‐
０

７
６
６
）

　

迫
力
満
点
の
打
ち
上
げ
花
火
や
、

石
見
神
楽
・
田
ば
や
し
・
踊
り
・
俵

投
げ
大
会
・
浜
田
Ｐ
Ｒ
大
使
の
山
崎

て
い
じ
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
元

集
落
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
出
店
で
ま

つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

日　
８
月
15
日
㈯

午
後
３
時
30
分
～
８
時
20
分

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

※　

駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て

来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
☎
�
２
１
１
２
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
交
流
と
、

地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
開
催

し
ま
す
。
夏
の
旭
の
風
物
詩
と
な
っ

た
雪
合
戦
「
夏
の
陣
」
は
、
毎
年
県

内
外
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
野
球
大
会

や
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

場　
旭
運
動
公
園
内
運
動
施
設

問　
石
央
商
工
会
旭
支
所

（
☎
�
０
０
５
６
）

　

受
験
を
希
望
す
る
人
や
保
護
者
を

対
象
に
開
催
す
る
説
明
会
で
す
。
学

校
の
特
長
や
入
試
情
報
の
説
明
、
体

験
実
習
、
校
内
見
学
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
22
日
㈯
・
９
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
（
江

津
市
）

申
込
方
法　
電
話
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
3

.jeed
.o

r.jp
/

shim
ane/college/index.htm

l

申
・
問　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

（
☎
０
８
５
５
�
４
５
６
７
）

　

家
族
で
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
親
子
の
触
れ
合
い
を
深
め

な
が
ら
健
康
増
進
・
体
力
向
上
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
・
と
び
箱
・
ソ
フ

ト
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
・
平
均
台
な
ど
の

体
操
器
具
や
、
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
親
子
で
自
由
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
夏
休
み
な
ら
で
は
の
「
で

き
る
か
な
？
コ
ー
ナ
ー
」
や
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
な
ど
体
操
種
目
の
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
「
プ
チ
体

操
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

日　
８
月
22
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時

場　
県
立
体
育
館

料　
無
料

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休
館
）

（
☎
�
１
２
０
１
）

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
、学
校
・

医
療
・
労
働
機
関
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
広
く
盲
学
校
に
関
心
の
あ
る
人

を
対
象
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開

催
し
ま
す
。

　

学
校
の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い

者
へ
の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、学
校
・

寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
個
別
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

日第
１
回　
８
月
26
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

第
２
回　
９
月
30
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
０
時
40
分

共
通

理
療
科
模
擬
授
業
体
験

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

個
別
相
談

午
後
１
時
30
分
～
３
時
20
分

※　

午
後
の
参
加
は
、
希
望
者
の
み

で
す
。

場　
島
根
県
立
盲
学
校
（
松
江
市
）

申
込
締
切
日

第
１
回　
８
月
７
日
㈮

第
２
回　
９
月
４
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
立
盲
学
校

佐
々
木
さ
ん
・
辻
井
さ
ん

（
☎
０
８
５
２
�
８
２
２
１
・
▢ＦＡＸ

０
８
５
２
�
８
２
２
２
）

　

子
ど
も
た
ち
の
創
作
活
動
を
奨
励

し
、「
生
命
を
尊
ぶ
心
」「
心
豊
か
な

人
間
形
成
」
を
目
的
と
し
て
開
催
し

ま
す
。

日　
８
月
28
日
㈮
～
30
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
28
日
㈮
は
午
後
１
時
か
ら
）

表
彰
式

日　
８
月
29
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
世
界
こ
ど
も
美
術
館

問　
加
藤
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
９
４
３
）

　

妖
怪
は
、
未
確
認
生
物
な
の
か
？

ど
こ
で
遭
え
る
の
か
？
怪
奇
と
謎
の

真
相
を
探
る「
浜
田
の
妖
怪
と
怪
異
」。

背
筋
が
ぞ
っ
と
す
る
涼
し
い
学
習
会

で
す
。

日　
８
月
30
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

浜
っ
子
作
業
所
の
活
動
紹
介
や
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す
。

日　
８
月
30
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
浜
っ
子
作
業
所
（
浜
田
商
工
会

議
所
裏
）

問　
浜
っ
子
作
業
所　

沖
田
さ
ん

（
☎
�
２
８
２
４
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

弥
栄
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

あ
さ
ひ
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
王
国

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
日

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館

浜
田
児
童
作
品
展

第
１
５
９
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

浜
っ
子
作
業
所

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
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国
連
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
主
執
筆
者

で
、
国
立
環
境
研
究
所
の
江
守
正
多

さ
ん
、
㈱
海
中
景
観
研
究
所
の
新
井

章
吾
さ
ん
、
浜
田
市
水
産
業
振
興
協

会
の
安
達
二
朗
さ
ん
を
講
師
に
迎
え

て
、
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
最
新
情

報
や
海
洋
環
境
へ
の
影
響
に
つ
い
て

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
環
境
保
全
活
動
の
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日　
８
月
30
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

料　
無
料

問　
し
ま
ね
エ
コ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
３
２
６
２
）

　

三
隅
保
健
委
員
は
、
地
域
全
体
の

健
康
づ
く
り
活
動
を
積
み
重
ね
て
き

ま
し
た
。
20
周
年
を
迎
え
、
活
動
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
元
気
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
、
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

に
、笑
い
や
元
気
を
お
届
け
し
ま
す
。

日　
８
月
30
日
㈰

Ⅰ
部　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時

30
分
・
午
後
３
時
～
４
時
30
分

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
（
体
組

成
測
定
・
骨
密
度
測
定
・
こ
こ
ろ

と
身
体
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
・

脳
年
齢
測
定
・
食
事
バ
ラ
ン
ス
診

断
ほ
か
）

Ⅱ
部　
午
後
０
時
30
分
～
３
時

・
開
会
式
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
活

動
報
告
・
講
演
会

演
題　
笑
い
と
癒
し

講
師　
家
本
美
佳
さ
ん
（
島
根
大
学

医
学
部
附
属
病
院
神
経
内
科
病
棟

副
看
護
師
長
・
癒
し
の
環
境
研
究

会
認
定
笑
い
療
法
士
）

場　
三
隅
中
央
会
館

料　
無
料

問　
三
隅
支
所
市
民
福
祉
課

（
☎
�
２
８
０
６
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
気
軽
に

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と
と
も

に
、
仲
間
と
交
流
を
深
め
、
運
動
へ

の
関
心
・
意
欲
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
ス
ポ
ー
ツ
塾
を
開
催
し

ま
す
。

　

初
心
者
か
ら
で
き
る
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
遊
び
や
基
本
動
作
・
応

用
動
作
を
指
導
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
１
～
３
年
生

日　
９
月
５
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場　
県
立
体
育
館

指
導
者　
県
立
体
育
館
職
員
・
市
競

技
団
体

定　
40
人

料　
無
料

申
込
期
間　
８
月
５
日
㈬
午
前
９
時

30
分
～
26
日
㈬
午
後
７
時

申
込
方
法　
電
話
又
は
直
接
窓
口
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

運
動
の
で
き
る
服
装
で
、
室
内

用
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
県
立
体
育
館
（
月
曜
日
休

館
）（
☎
�
１
２
０
１
）

　

石
州
刀
剣
会
で
は
、
刀
は
見
た
い

け
ど
な
か
な
か
参
加
し
に
く
い
と
い

う
女
性
の
意
見
を
参
考
に
、
女
性
限

定
の
お
刀
女
子
会
を
開
催
し
ま
す
。

鑑
賞
マ
ナ
ー
・
鑑
賞
方
法
・
手
入
れ

の
体
験
な
ど
、
き
ち
ん
と
指
導
し
ま

す
の
で
、
刀
を
手
に
し
た
こ
と
の
な

い
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
初
心
者
の

人
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
６
日
㈰

午
後
１
時
～
４
時

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
研
修
室
Ｃ

定　
20
人
程
度

料　
１
、
０
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日　
８
月
31
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
州
刀
剣
会　

中
野
宅
吉

さ
ん
（
☎
０
８
０
‐
１
９
２
２
‐

３
９
４
６
）

　

市
の
福
祉
事
業
の
支
援
を
目
的
に
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　
９
月
27
日
㈰

場　
浜
田
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

料　
メ
ン
バ
ー　
　

９
、
０
４
５
円

ビ
ジ
タ
ー　

１
３
、
０
０
０
円

※　

チ
ャ
リ
テ
ィ
参
加
料
３
、
０
０

０
円
・
プ
レ
イ
代
・
食
事
代
・
グ

リ
ー
ン
フ
ィ
ー
代
な
ど
含
み
ま
す
。

申
込
締
切
日　
８
月
25
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
事
務
局
（
☎
�
０
６
０
０
・

▢ＦＡＸ
�
２
２
３
６
）

　

夏
の
石
見
海
浜
公
園
は
、
イ
ベ
ン

ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

①
海
の
日
に
遊
ぼ
う
！

　

砂
浜
で
行
う
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
親
子
参
加
型
な
の
で
、
小
さ
な

子
ど
も
参
加
可
能
。
海
水
浴
と
合
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
１
日
㈯

②
ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
ｉn
海
浜
公
園

　

暑
い
砂
浜
の
特
設
コ
ー
ト
で
、
１

チ
ー
ム
５
人
（
キ
ー
パ
ー
含
む
）
で

ビ
ー
チ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
小
学
生
か
ら
参
加
可
能
で
、

１
チ
ー
ム
10
人
ま
で
登
録
で
き
ま
す
。

日　
９
月
６
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～

定　
32
チ
ー
ム

③
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
ｉn
し
ま
ね

　

キ
ャ
ン
プ
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
、
キ
ャ
ン
プ
も
海
浜
公
園
も
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
ほ
か
の
キ
ャ
ン
パ

ー
と
の
交
流
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
９
月
12
日
㈯
～
13
日
㈰
の
１
泊

２
日

④
み
ん
な
で
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
交
流
の
場

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し

む
だ
け
で
な
く
、
秋
の
交
通
安
全
週

間
に
交
通
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

日　
９
月
28
日
㈪

環
境
講
演
会

「
熱
い
！
暑
い
！　
地
球
は

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
？
」

三
隅
保
健
委
員
設
立
20
周
年
記
念
事
業

集
っ
て
、
笑
っ
て
、
楽
し
ん
で

第
２
回
県
体
ス
ポ
ー
ツ
塾

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
塾

お
刀
女
子
会
ｉn
浜
田

浜
田
亀
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

市
民
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

石
見
海
浜
公
園
か
ら
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開
会
式　
午
前
９
時
～

※　

②
～
④
は
、
事
前
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
石

見
海
浜
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.kkisp.jp/

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

わ
ん
ぱ
く
探
検
隊

　

飼
育
員
が
隊
長
と
な
り
、
ア
ク
ア

ス
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
案
内
し
ま
す
。

ど
こ
に
行
く
か
は
当
日
の
お
楽
し
み
。

対
象　
小
学
生
・
中
学
生

日　
８
月
30
日
㈰
ま
で
（
８
月
13
日

㈭
か
ら
16
日
㈰
の
お
盆
期
間
は
除

く
）

午
前
11
時
～
・
午
後
１
時
～

場　
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

定　
各
回
15
人

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
方
法　
参
加
当
日
に
１
階
総
合

案
内
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ペ
ン
ギ
ン
水
中
お
食
事
タ
イ
ム

　

フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
プ
ー
ル
に

ダ
イ
バ
ー
が
潜
り
、
水
中
給
餌
を
行

い
ま
す
。
給
餌
中
は
、
飼
育
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
解
説
が
あ
り
、
終
了
後
に

は
水
中
に
い
る
ダ
イ
バ
ー
と
記
念
撮

影
も
で
き
ま
す
。

日　
８
月
31
日
㈪
ま
で

午
後
０
時
30
分
～

場　
ペ
ン
ギ
ン
館
１
階
ペ
ン
ギ
ン
ホ

ー
ル

料　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

夏
の
終
わ
り
の
ア
ク
ア
ス
探
検

　

夜
の
生
き
物
は
ど
う
や
っ
て
過
ご

し
て
い
る
の
か
な
？
ア
ク
ア
ス
館
内

を
探
検
し
な
が
ら
観
察
し
て
み
よ
う
。

対
象　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
２

人
１
組
）

日　
８
月
22
日
㈯
午
後
７
時
～
23
日

㈰
午
前
８
時

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
24
組
（
48
人
）

料　
１
組
２
、
０
５
０
円
（
入
館
料

の
み
）

※　

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
証
も
利
用

で
き
ま
す
。

※　

入
浴
は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

夜
ご
飯
・
朝
ご
は
ん
の
準
備
は

あ
り
ま
せ
ん
。
早
め
の
夕
食
を

と
っ
て
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。
必

要
な
人
は
夜
食
や
朝
ご
は
ん
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

水
槽
の
前
で
寝
ま
す
の
で
、
寝

袋
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
８
月
７
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
往
復
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp/

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

申
・
問　
学
習
交
流
係
【
〒
６
９
７

‐
０
０
０
４　

久
代
町
１
１
１
７

‐
２
（
☎
�
３
６
１
４
）】

８
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

２
日
㈰　

久
木
神
楽
社
中

９
日
㈰　

宇
野
保
存
会

14
日
㈮　

追
原
神
楽
社
中

15
日
㈯　

大
都
神
楽
団

16
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

23
日
㈰　

後
野
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

企
画
展
「
澄
川
喜
一　
シ
ン
プ
ル
・

イ
ズ
・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」

関
連
イ
ベ
ン
ト

グ
ラ
ン
ト
ワtea

ガ
ー
デ
ン
「
清
流

茶
」

　

吉
賀
町
産
の
お
い
し
い
お
茶
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
８
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
～

場　
美
術
館
ロ
ビ
ー

定　
先
着
１
０
０
人
（
申
込
不
要
）

料　
無
料

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
が
、
企
画
展
の
見
ど

こ
ろ
を
お
話
し
ま
す
。

日　
８
月
９
日
㈰
・
８
月
23
日
㈰

午
後
２
時
～

場　
美
術
館
展
示
室

定　
先
着
50
人
（
申
込
不
要
）

料　
無
料

※　

い
ず
れ
の
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン

ト
も
、
企
画
展
観
覧
券
又
は
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要
で

す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
夏
イ
ベ
ン
ト

い
わ
み
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０

１
５

　

お
馴
染
み
の「IN

FIN
ITY

」「M

・Y

・

Z

」「M
A

Y
 H

IP
 H

O
P

 S
P

EC
IA

L 
D

A
N

C
E U

N
IT

」に
加
え
、「H

alau 
N

a P
ua Lei O

 N
ani K

ai

」
が

初
登
場
。
出
演
者
全
員
に
よ
る
迫
力

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
も
お
楽
し
み
に
！

日　
８
月
13
日
㈭

開
場　
午
後
５
時

開
演　
午
後
６
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場
特
設
ス

テ
ー
ジ
（
雨
天
の
場
合
は
大
ホ
ー

ル
）

料　
無
料

ビ
ー
ル
ま
つ
り

　

地
ビ
ー
ル
を
は
じ
め
、
世
界
各
地

の
ビ
ー
ル
の
の
ど
越
し
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
ビ
ー
ル
に
ピ
ッ
タ
リ
の

お
つ
ま
み
や
、
子
ど
も
も
大
好
き
な

か
き
氷
な
ど
の
飲
食
ブ
ー
ス
も
出
店

予
定
で
す
。

日　
８
月
13
日
㈭
（
小
雨
決
行
）

午
後
３
時
～
８
時
30
分
（
予
定
）

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
中
庭
広
場

料　
入
場
無
料
（
飲
食
・
遊
び
な
ど

は
有
料
）

　

金
銭
・
夫
婦
・
親
子
・
そ
の
ほ
か

親
族
間
の
も
め
ご
と
、
相
続
・
土
地

建
物
・
交
通
事
故
な
ど
の
争
い
ご
と

に
つ
い
て
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま

す
。

日　
８
月
20
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
浜
田
公
民
館

担
当
者　
浜
田
裁
判
所
所
属
の
調
停

委
員

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問　
島
根
県
調
停
協
会
浜
田
支
部
長

内
田
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
１
３
５
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

無
料
調
停
相
談
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,872 19,736 22,002 41,738
金 城 1,914 2,153 2,316 4,469

旭 1,412 1,451 1,539 2,990
弥 栄 691 653 729 1,382
三 隅 2,918 2,995 3,358 6,353
合 計 26,807 26,988 29,944 56,932

人　口（６月末現在）

（単位：人）

　ハッチョウトンボを守る会は、ハッチョウトンボの群せいが金城町下来原にあ
る休耕田で見つかったことを契機に、この貴重なトンボが生息する環境を守り、
トンボをテーマに地域活性化につなげようと地元の有志が集まり、平成25年に発
足しました。ハッチョウトンボは、湿地などで見られますが、近年では生息地の
減少などにより数を減らしており、しまねレッドデータブックの絶滅危惧Ⅱ種に
指定されています。
　会では、ハッチョウトンボが生息しやすい環境を維持するために、生息してい
る休耕田の草刈りや湿地の状態の確認を行っています。また、トンボを近くで観
察できるように休耕田の中に木の橋を作ったり、生息の妨げにならないところに
駐車場を作ったりして、観察しやすい環境づくりをしています。
　会員の皆さんは「多くの皆さんに貴重なトンボを観察してもらいたい」「最近
では、さらに珍しいモートンイトトンボと思われるトンボも見つかった。トンボ
をとおして金城の自然の素晴らしさをアピールしていきたい」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

ハッチョウトンボを守る会（金城）


